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１１
月月
２２３３
日日
午午
後後
００
時時
５５４４
分分
、、
人人
工工
衛衛
星星

「「
まま
いい
どど
１１
号号
」」
をを
搭搭
載載
しし
たた
ＨＨ
ⅡⅡ
ＡＡ
ロロ

ケケ
ッッ
トト
がが
、、
種種
子子
島島
宇宇
宙宙
セセ
ンン
タタ
ーー
かか
らら

打打
ちち
上上
げげ
らら
れれ
、、
見見
事事
成成
功功
しし
まま
しし
たた
。。

ここ
のの
日日
、、
クク
リリ
エエ
イイ
シシ
ョョ
ンン
・・
ココ
アア
東東

大大
阪阪
でで
行行
わわ
れれ
たた
打打
ちち
上上
げげ
ララ
イイ
ブブ
中中
継継

イイ
ベベ
ンン
トト
にに
はは
、、
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
にに
携携
わわ

っっ
たた
技技
術術
者者
やや
市市
民民
らら
約約
４４
００
００
人人
がが
集集

まま
りり
、、
打打
ちち
上上
げげ
のの
瞬瞬
間間
、、
会会
場場
はは
喜喜
びび

のの
歓歓
声声
とと
拍拍
手手
にに
包包
まま
れれ
まま
しし
たた
。。

町町
工工
場場
のの
大大
きき
なな
夢夢
かか
らら
７７
年年
――
。。

いい
くく
つつ
もも
のの
苦苦
難難
をを
乗乗
りり
越越
ええ
、、
今今
、、

宇宇
宙宙
にに
飛飛
びび
立立
っっ
たた「「
まま
いい
どど
１１
号号
」」はは
、、

〝〝
モモ
ノノ
づづ
くく
りり
のの
まま
ちち
東東
大大
阪阪
〞〞
のの
象象
徴徴

とと
しし
てて
いい
つつ
まま
でで
もも
輝輝
きき
続続
けけ
まま
すす
。。

「
市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
で

は
、
本
市
を
再
生
す
る
た
め
の

「
３
つ
の
改
革
・
再
生
」「
５
つ

の
基
本
政
策
」「
残
さ
れ
た
課
題

の
解
決
」
を
柱
と
し
た
１
２
３

の
項
目
の
施
策
や
事
業
を
示
し
、

平
成
２０
年
９
月
末
現
在
、
１
０

９
の
項
目
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

昨
年
４
月
に
は
、「
妊
婦
健
診

の
公
費
負
担
を
１
回
か
ら
５
回

に
拡
充
」「
多
重
債
務
者
無
料
法

律
相
談
窓
口
の
開
設
」「
東
大
阪

市
豊
か
な
環
境
創
造
基
金
の
創

設
」
の
３
つ
の
項
目
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
平
成
２０
年
９
月
末
時
点

で
は
、「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

度
の
通
院
を
就
学
前
ま
で
無
料
」

「
総
合
庁
舎
を
中
心
に
し
た
総

合
防
災
拠
点
の
整
備
」
な
ど
６

つ
の
項
目
が
平
成
２０
年
度
の
目

標
を
す
で
に
達
成
し
て
い
ま

す
。今

後
も
、
公
表
し
て
い
く
と

同
時
に
市
民
の
意
見
も
取
り
入

れ
、
市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
発

展
・
進
化
さ
せ
、
東
大
阪
市
を

再
生
す
る
た
め
の
施
策
や
事
業

を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
平
成

２０
年
度
中
間
報
告
」
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

る
ほ
か
、
市
役
所
１
階
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
お
よ
び
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

政
策
推
進
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１
０
１
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
２
６

市
で
は
、
活
力
あ
る
東

大
阪
の
再
生
へ
向
け
た
４

年
間
の
行
動
計
画
「
市
政

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
を
昨
年

３
月
に
策
定
し
、
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
取
組
状
況
を
お

知
ら
せ
す
る
た
め
、「
平
成

２０
年
度
中
間
報
告
」
を
ま

と
め
ま
し
た
。

「市政マニフェスト」は、平成１９年の市長選挙で野

田市長が掲げた９５の選挙公約を、市が取り組むべき施

策・事業として具体化した１２３項目の課題として改めて

位置づけし、その実行を市民に約束したものです。

市政マニフェストの実行にあたっては、各施策・事

業を計画的に実施し、検証・評価のもと見直し・改善

を行い、さらに向上した事業展開につなげていくこと

を基本としています。

定期的な進行管理を行うとともに進捗状況を公表し、

見直しを行ったうえで成果・達成状況なども公表して

いきます。

なお、市政マニフェストの公約項目および平成２０年

度の実施内容、担当部署名は市ホームページでご覧に

なれます。

昨年４月から妊婦健診の公費
負担を１回から５回に拡充

２緊急経済・雇用対策連絡会議を設置

３税金の申告時期です

４・５市民交通災害共済・火災共済を受付

６・７お知らせコーナー

■人 口：506,635人
■世帯数：217,115世帯（平成21年1月1日現在）

市
民
へ
の
約
束
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人
工
衛
星�
ま
い
ど
１
号
�打
ち
上
げ
成
功
�

人人
工工
衛衛
星星��
まま
いい
どど
１１
号号
��打打
ちち
上上
げげ
成成
功功
��

市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

もくじ

「
平
成
２０
年
度
中
間
報
告
」を
ま
と
め
ま
し
た
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古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す



布
施
商
店
街
地
域
活
性
化
へ

大
商
大
生
に
よ
る

調
査
研
究
報
告
会

市
で
は
、
急
激
な
経
済
環
境

の
悪
化
に
伴
い
市
内
経
済
と
雇

用
安
定
へ
向
け
た
対
策
を
講
じ

る
た
め
、
野
田
市
長
を
議
長
と

す
る
「
緊
急
経
済
・
雇
用
対
策

連
絡
会
議
」を
設
置
し
ま
し
た
。

昨
年
末
に
開
催
し
た
初
会
合

に
は
、市
長
、理
事
、
各
部
局
長

の
ほ
か
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
東
大
阪
商
工
会
議
所
、
近
畿

税
理
士
会
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
４

団
体
か
ら
５
人
が
参
加
。
市
長

は
「
英
知
を
絞
っ
て
考
え
た
経

済
施
策
な
ど
を
国
と
府
に
提
言

す
る
と
と
も
に
、具
体
的
な
対
策

を
効
果
的
に
実
施
し
て
い
き
た

い
」と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
す
で
に
緊
急
経

済
・
雇
用
対
策
と
し
て
決
定
し

て
い
る
「
緊
急
出
張
相
談
」
や

若
年
者
の
求
職
者
を
対
象
と
し

た
「
就
職
面
談
会
」
な
ど
の
具

体
案
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
か
ら
は
、「
市

内
企
業
が
い
ま
何
を
求
め
て
い

る
の
か
」「
雇
用
安
定
へ
の
早
期

サ
ポ
ー
ト
を
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
同
連
絡
会
議
で
は
、

現
在
進
め
て
い
る
市
内
中
小
企

業
動
向
調
査
結
果
な
ど
を
把
握

し
た
上
で
、
本
市
に
お
け
る
具

体
的
な
施
策
を
早
急
に
取
り
ま

と
め
ま
す
。

緊
急
出
張
相
談

金
融
・
労
働
・
経
営
に
対
応

緊
急
経
済
・
雇
用
対
策
と
し

て
市
と
日
本
政
策
金
融
公
庫
、

大
阪
府
中
小
企
業
信
用
保
証
協

会
、
東
大
阪
商
工
会
議
所
、
中

小
企
業
診
断
士
が
合
同
で
、
金

融
、
労
働
、
経
営
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

◇
と
き

２
月
１９
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

は
す
の
広
場（
近

江
堂
）

◇
問
合
せ
先

経
済
総
務
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
７
４
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
４
６

正
社
員
へ
の
道
を
支
援

モ
ノ
づ
く
り
企
業
就
職
面
談
会

市
内
に
あ
る
モ
ノ
づ
く
り
企

業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
合
同

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
と
き

２
月
１７
日
�
午
後

１
時
〜
４
時

◇
と
こ
ろ

夢
広
場
（
布
施

駅
前
）

◇
対
象

就
職
希
望
者
（
未

経
験
者
歓
迎
）

※
面
接
希
望
者
は
履
歴
書
数

部
を
持
参
。

◇
問
合
せ
先

▽
東
大
阪
商

工
会
議
所
振
興
部

０
６（
６
７

２
２
）１
１
５
１
、�
０
６（
６
７

２
５
）
３
６
１
１

▽
労
働
雇

用
政
策
室

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
７
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
４
６

直
面
す
る
不
況
へ
の
対
応
や

も
の
づ
く
り
力
を
核
と
し
た
新

た
な
成
長
戦
略
な
ど
、
中
小
企

業
に
役
立
つ
知
恵
を
提
案
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

◇
と
き

２
月
２２
日
�
午
後

２
時
〜
５
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

市
民
会
館
市
民

ホ
ー
ル

◇
定
員

１
０
０
０
人
（
申

込
先
着
順
）

◇
内
容

▽
あ
い
さ
つ
�
経

済
産
業
大
臣
・
二
階
俊
博
さ
ん

▽
基
調
講
演
�
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
西
川
り

ゅ
う
じ
ん
さ
ん
、
�
島
津
製
作

所
代
表
取
締
役
会
長
・
矢
嶋
英

敏
さ
ん

▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
�〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
〉
西
川
り
ゅ
う
じ
ん
さ
ん
、

〈
パ
ネ
リ
ス
ト
〉
�
タ
カ
コ
取

締
役
会
長
・
石
崎
義
公
さ
ん
、

日
本
遠
隔
制
御
�
常
務
取
締
役

・
今
村
博
昭
さ
ん
ほ
か

◇
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
行

事
名
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
、

電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
書
い

て
、
〒
５５６
・
８
６
９
１
日
本
郵

便
浪
速
支
店
私
書
箱
１
１
２
号

「
が
ん
ば
れ
�
も
の
づ
く
り
日

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
係
へ
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
０
６
・
６

６
３
３
・
２
１
９
７
）
で

◇
問
合
せ
先

▽
近
畿
経
済

産
業
局
製
造
産
業
課

０
６

（
６
９
６
６
）６
０
２
２

▽
モ

ノ
づ
く
り
支
援
室

０
６（
４
３

０
９
）３
１
７
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
４
６

モ
ノ
づ
く
り
取
引
商
談
会

参
加
企
業
を
募
集

メ
ー
カ
ー
の
調
達
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
こ
と
の
で
き
る
確
か
な

技
術
を
持
っ
た
中
小
製
造
業
の

新
た
な
販
路
開
拓
の
た
め
、
大

手
・
中
堅
メ
ー
カ
ー
約
４５
社
と

市
内
製
造
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
と
き

２
月
２６
日
�
、２７
日

�
午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
・
コ
ア
東
大
阪
南
館
３
階
ク

リ
エ
イ
タ
ー
ズ
プ
ラ
ザ

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

�

東
大
阪
市
中
小
企
業
振
興
会

０
６（
４
３
０
９
）２
３
０
１

◇
問
合
せ
先

モ
ノ
づ
く
り

支
援
室

大
阪
商
業
大
学
の
学
生
た
ち

が
、
来
街
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
通

行
量
の
調
査
を
実
施
し
、「
布
施

商
店
街
地
域
の
活
性
化
」
を
目

的
に
現
状
の
分
析
と
対
応
策
の

研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
現
状
課
題
と
活

性
化
へ
向
け
た
提
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
報
告
会
を
開
催

し
ま
す
。

学
生
た
ち
の
専
門
知
識
と
発

想
力
、
感
性
を
い
か
し
た
発
表

を
聞
き
に
来
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

２
月
２０
日
�
午
後

２
時
〜
４
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

ク
レ
ア
ホ
ー
ル

・
ふ
せ
（
足
代
北
２
）

◇
問
合
せ
先

商
業
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
７
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
４
６

国
民
健
康
保
険
で
は
、
給
付

に
充
て
る
た
め
の
保
険
料
が
不

足
し
、
事
業
運
営
に
支
障
を
き

た
し
て
い
ま
す
。
健
全
な
運
営

を
続
け
て
い
く
た
め
に
も
未
納

の
方
は
至
急
納
め
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
収
納
強
化
対
策
と

し
て
、
２
月
中
旬
か
ら
市
民
生

活
部
課
長
職
以
上
の
応
援
体
制

で
、
保
険
料
未
納
世
帯
に
対
し

電
話
な
ど
に
よ
る
納
付
催
告
を

実
施
し
ま
す
。

何
の
相
談
も
な
く
滞
納
を
続

け
ら
れ
る
と
、
医
療
費
が
い
っ

た
ん
全
額
自
己
負
担
と
な
る「
資

格
証
明
書
」
の
交
付
や
財
産
の

差
押
え
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
必
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

納
付
が
困
難
な
と
き
は

必
ず
ご
相
談
を

平
日
に
加
え
、
次
の
日
程
で

夜
間
・
休
日
・
出
張
納
付
相
談

を
行
い
ま
す
。
夜
間
・
休
日
・

出
張
納
付
相
談
は
、
来
所
相
談

の
み
で
電
話
で
の
相
談
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。ま

た
、
相
談
に
は
保
険
料
決

定
通
知
書
（
納
付
書
）
な
ど
通

知
書
番
号
ま
た
は
被
保
険
者
番

号
が
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

【
夜
間
・
休
日
納
付
相
談
】

◇
と
き

▽
夜
間
�
２
月
２５

日
�
〜
２７
日
�
午
後
５
時
３０
分

〜
８
時

▽
休
日
�
２
月
２８
日

	
、
３
月
１
日
�
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

医
療
保
険
室
保

険
料
課

【
出
張
納
付
相
談
】

◇
と
き

２
月
２７
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

布
施
駅
前
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
金
を
交
付

１８
歳
未
満
の
子
ど
も

３
人
以
上
養
育
者
対
象

市
で
は
平
成
２０
年
度
か
ら
、

１８
歳
未
満
の
子
ど
も
を
３
人
以

上
養
育
し
て
い
る
方
が
当
該
年

度
分
の
国
民
健
康
保
険
料
を
完

納
す
る
と「
子
育
て
支
援
金
」を

交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

完
納
と
は
３
月
末
日
ま
で
に

当
該
年
度
分
を
納
付
す
る
こ
と

で
、
完
納
が
確
認
で
き
た
対
象

世
帯
へ
は
、
１８
歳
未
満
の
子
ど

も
３
人
目
か
ら
人
数
に
応
じ
て

均
等
割
額
（
軽
減
適
用
後
）
の

２
分
の
１
を
子
育
て
支
援
金
と

し
て
支
給
し
ま
す
。
４
月
に
振

込
先
を
確
認
す
る
通
知
を
対
象

世
帯
に
送
り
、
５
月
に
指
定
の

口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

４月１日から勤務可能な方を対象に助産師・看護師の採用試験を

次のとおり行います。 試験日 ３月１日� 申込期限 ２月２４日

� ※くわしくはお問合せください。

■申込み・問合せ先 人事課 ０６（４３０９）３１１７、�０６（４３０９）３８１９

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

や

か
ん
が
っ
き
ゅ
う

り

ゆ
う

中

学
校
夜
間
学

級
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

ぎ

む

き
ょ
う
い
く

お

さ
い

い

じ
ょ
う

で
義
務

教

育
を
終
え
て
い
な
い
１５
歳
以

上
の

ひ
と

ひ
が
し
お
お
さ
か

し

な
い

す

ひ
と

ゆ
う
せ
ん

人
で
、
東

大
阪
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
が
優

先

に
ゅ
う
が
く

し
て
入

学
で
き
ま
す
。

き
ょ
う
い
く

う

き

か
ん

が
つ

ね
ん
か
ん

教

育
を
受
け
る
期
間
は
４
月
か
ら
３
年

間

べ
ん
き
ょ
う

じ

か
ん

ご

ご

じ

ぷ
ん

じ

で
、
勉

強

時
間
は
午
後
５
時
３０
分
か
ら
９
時
５

ふ
ん分
ま
で
で
す
。

に
ゅ
う
が
く

き

ぼ
う

ひ
と

が
つ

に
ち
も
く
よ
う
び

入

学
を
希
望
す
る
人
は
、４
月
３０
日

�
ま

つ
ぎ

て

つ
づ

で
に
、
次
の
と
こ
ろ
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

ど

に
ち
よ
う

び

し
ゅ
く
じ
つ

の
ぞ

（
土
・
日
曜
日
、

祝

日
を
除
く
）。

も
う
し

こ

と
い
あ
わ

さ
き

◇

申

込
み
・
問
合
せ
先

が
く

じ

か

で
ん

わ

▽
学
事
課

電
話
０
６（
４
３
０
９
）３
２
７
１
、

フ
ァ
ク
ス

ご

ぜ
ん

じ

�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
３
８

午
前
９
時

ご

ご

じ

ぷ
ん

か
ら
午
後
５
時
３０
分
ま
で

ち
ょ
う
え
い
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

や

か
ん
が
っ
き
ゅ
う

で
ん

わ

▽

長

栄

中

学
校
（
夜
間
学

級
）

電
話

ご

ご

じ

０
６
（
６
７
８
３
）
０
７
６
６

午
後
４
時
か
ら

じ

７
時
ま
で

た
い
へ
い

じ

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

や

か
ん
が
っ
き
ゅ
う

で
ん

▽
太
平
寺

中

学
校
（
夜
間
学

級
）

電

わ

ご

ご

じ

話
０
６
（
６
７
２
２
）
６
８
５
０

午
後
４
時
か

じ

ら
７
時
ま
で

平
成
２０
年
４
月
の
医
療
制
度

改
正
に
よ
り
、
７０
〜
７４
歳
（
長

寿
医
療
対
象
者
を
除
く
）
の
高

齢
受
給
者
の
窓
口
負
担
に
つ
い

て
、
平
成
２１
年
４
月
か
ら
１
割

負
担
を
２
割
負
担
に
見
直
す
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
２２
年

３
月
ま
で
１
割
負
担
で
据
え
置

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
役
並
み
所
得
者
（
３
割
負

担
の
方
）
を
除
く
高
齢
受
給
者

に
は
、
新
し
い
受
給
者
証
を
３

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
な
お

有
効
期
限
は
、
７
月
３１
日
（
そ

れ
ま
で
に
７５
歳
に
な
る
場
合
は
、

誕
生
日
前
日
ま
で
）
に
な
り
ま

す
。◇

問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

緊緊急急経経済済・・雇雇用用対対策策連連絡絡会会議議をを設設置置

国
保
運
営
の
健
全
化
へ

緊急出張相談の実施へ

収
納
強
化
対
策
を
実
施

国保の高齢受給者証を

３月中旬に送付

１割負担に据え置き
ま
な

い
っ
し
ょ
に
学
び
ま
せ
ん
か

が
ん
ば
れ
�
も
の
づ
く
り
日
本

ち
ゅ
う

が
っ

こ
う

や

か
ん

が
っ

き
ゅ
う

中

学
校
夜
間
学

級

緊
急
提
言
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
�
東
大
阪

市立総合病院 助産師・看護師市職員を募集

（２）平成２１年２月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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平成２１年度の市・府民税の申告と平
成２０年分の所得税の確定申告は、２月
１６日�から３月１６日�までに行ってく
ださい。期間中は出張受付も行います
（表参照）。忘れずに申告しましょう。
ただし、今年度から市役所１階での

税務署による確定申告の出張受付は、
廃止されましたのでご注意ください。

平成２１年度の市・府民税の申告は、

２月１６日�から３月１６日�までに行っ
てください。

土・日曜日の受付はありませんが、

３月１日�に限り、市役所１階多目的
ホールで受付を行います。

また、期間中は出張申告受付も行い

ます（表参照）。会場、時間を確認のう
え、お越しください。

ただし、今年度から市役所１階での

税務署による確定申告の出張受付は廃

止されました。税務署または税務署の

出張受付会場で申告してください。

申告しなければならない場合

平成２１年１月１日現在、市内に居住

する方で、次のいずれかに該当すると

きは申告してください。

【前年中に収入があった場合で次の
とき】
�給与支払報告書が勤務先から市に
提出されていない方 �前年中に会社
を退職し、今年の１月１日現在就職して

いない方 �給与所得以外の所得や年
金収入などがある方 ※いずれも税務

署に所得税の確定申告をする方を除く。

【前年中に収入がなかった場合（扶
養家族の方を除く）】
申告の義務はありませんが、非課税

証明書発行や国民健康保険など保険料

算出の基礎資料となりますので、でき

るだけ申告してください。

公的年金からの特別徴収制度
１０月支給から開始します

１０月以降に支払われる公的年金から、

市・府民税の特別徴収を開始します。

なお、この制度は徴収方法を変更する

ものであり、これにより新たな税負担

は生じません。 対象 平成２１年４月

１日現在６５歳以上で、前年中に年額１８

万円以上の公的年金などの支払いを受

けた方 対象となる税額 公的年金な

どにかかる市・府民税 実施時期 平

成２１年１０月の年金支給から

◇ ◇

■問合せ先 市民税課 ０６（４３０９）

３１３５、�０６（４３０９）３８０９

６５歳以上で要支援・要介護の認定

を受けている方またはその扶養者は、

所得税や住民税の確定申告で障害者

手帳を持っていなくても障害者控除

の対象になる場合があります。

対象は、次のとおりです。

�障害者�軽度・中度の知的障害
者、または３～６級の身体障害者と

同程度 �特別障害者�重度の知的
障害者または１、２級の身体障害者

と同程度

※要介護認定などの資料をもとに

審査。

なお、確定申告をする必要のない

方や身体障害者手帳などの交付を受

けている方は、申請は不要です。

■申請・問合せ先 東・中・西福

祉事務所 �東�０７２（９８８）６６１８、�
０７２（９８８）６６２０ �中�０７２（９６０）９２７５、
�０７２（９６０）９２７８ �西�０６（６７８４）７９８０、

�０６（６７８４）７６７７ 高齢介護課 ０６

（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）３８４８

納期限は３月２日�
固定資産税・都市計画税第４期分

固定資産税・都市計画税第４期分

の納期限は３月２日�です。納期限
までに市税取扱金融機関・郵便局で

納めてください。万一、納付書を紛

失した場合は再発行しますので、ご

相談ください。

また、口座振替利用者は、振替不

能にならないように預金残高を確認

してください。

■問合せ先 納税課 〈郵便番号が

５７７の方�０６（４３０９）３１５０～１〉〈郵便
番号が５７８の方�０６（４３０９）３１４９〉〈郵
便番号が５７９の方�０６（４３０９）３１４８〉、
�０６（４３０９）３８０８

所得税は、納税者が自分で１年間の

所得金額とその税額を計算して申告し、

納税する「申告納税制度」をとってい

ます。確定申告書や収支内訳書、決算

書などは自分で作成し、できるだけ早

めに申告と納税をしてください。

なお、税務署および地区相談会場の

一部では、パソコン（電子申告 e―Tax）

を利用した申告書の作成を主体に申告

相談を行います。ぜひご利用ください。

【税務署窓口での相談・受付】
平成２０年分の所得税確定申告の相談

および申告書の受付は、２月１６日�か
ら３月１６日�までです。期限間際は、
混雑が予想されますので、申告は早め

にお済ませください。

土・日曜日は、相談・受付は行って

いませんが、２月２２日�と３月１日�
に限り行います。ただし、この２日間

は特に混雑が予想されます。あらかじ

めご了承ください。

【地区相談会場での相談・受付】
各相談会場を設けて、相談・受付を

行います。なお、市役所での相談会場

は開設しませんので、ご注意ください。

【便利な電子申告（e―Tax）のご利
用を】
申告書の作成には、電子申告（e―Tax）

がたいへん便利です。画面上で必要な

項目を入力すると、所得税・消費税の

確定申告書、青色決算書、収支内訳書

を簡単に作成でき、作成した確定申告

書などを直接税務署に送信することが

できます。利用には、電子証明書の取

得など、事前の手続きが必要です。く

わしくは、e―Tax ホームページ（ht

tp���www.e�tax.nta.go.jp�）をご覧く
ださい。

電子申告利用特典 �所得税の確定
申告期限内に申告すると、所得税から

５，０００円（所得税額が限度で、平成１９年

分で適用した方を除く）を控除 �医
療費の領収書や給与所得の源泉徴収票

など、第３者作成書類の添付を省略

�還付申告の場合、通常よりも早く還
付 ※�には、一定の要件あり。
【消費税の申告と納税は３月３１日�
までに】
該当する方は、３月３１日�までに申
告と納税をしてください。

【納税は安全で便利な振替納税で】
手続きは簡単です。「預貯金口座振替

依頼書」を税務署または金融機関へ提

出するだけで、指定された口座から自

動引き落としされます。ぜひ、ご利用

ください。 振替納付日 �所得税�
４月２２日� �消費税�４月２７日�

◇ ◇

■問合せ先 東大阪税務署 ０６（６７２４）

０００１ ※音声案内に従い「２」を選択。

所得税・消費税の確定申告
～地区相談会場～

とき（受付時間）

午前９時３０分～１１時３０分、
午後１時～３時３０分

■問合せ先 東大阪税務署 ０６（６７２４）０００１
※音声案内に従い「２」を選択。

※譲渡所得、贈与税の相談は行っていません。
※車での来場はご遠慮ください。

２月１６日�～３月１６日�
（土・日曜日を除く）

２月２３日�、２４日�、
３月５日�、６日�

２月２６日�～３月４日�
（土・日曜日を除く）

２月１８日�～２４日�
（土・日曜日を除く）

２月１８日�～２０日�、
２５日�～２７日�、

３月４日�～６日�、
１１日�、１２日�

ところ

東大阪納税協会

ももの広場
（楠根）

グリーンパル
（中鴻池）

ゆうゆうプラザ
（日下）

市民ふれあいホール

市・府民税の申告
とき（受付時間）

午前９時～午後５時３０分

午前９時３０分
〜

午後４時３０分

■問合せ先 市民税課 ０６（４３０９）３１３５
�０６（４３０９）３８０９

※税務署の確定申告は受付できません。
※市民プラザでの午前中の受付は、たいへん混雑して、長時間お待たせ
することがあります。なお、所定日以外は税務職員が出張していない
ため、申告相談などはできませんので、ご注意ください。
※車での来場はご遠慮ください。

２月１６日�～３月１６日�
（土・日曜日を除く）

３月１日�

２月１６日�、３月１０日�

２月１８日�、１９日�、
３月１２日�

２月２０日�

２月２３日�

２月２４日�

２月２５日�

２月２７日�

ところ

市役所１階
多目的ホール
※税務署の出張受付は
今年度から廃止されま
した。

やまなみプラザ
（四条）

夢広場
（布施駅前）

ももの広場
（楠根）

はすの広場
（近江堂）

くすのきプラザ
（若江岩田駅前）

グリーンパル
（中鴻池）

ゆうゆうプラザ
（日下）

市
民
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル

障害者控除対象者認定書

確定申告前に申請を

２月１６日�～３月１６日�
税金の申告時期です

所得税の申告・納付

市・府民税の申告

申申告告

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２１年２月１５日（３）
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荒本駅東�
自転車駐車場�

駅前広場駅前広場�

申込受付場所�
（管理人室）�

近鉄けいはんな線荒本駅近鉄けいはんな線荒本駅�

N

近鉄けいはんな線荒本駅�

駅前広場�

平
成
２１
年
度
の
市
民
交
通
災
害
共
済

・
火
災
共
済
の
予
約
受
付
を
２
月
１６
日

�
か
ら
行
い
ま
す
。

市
内
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
直

営
店
お
よ
び
郵
便
局
を
除
く
）、行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
２
階
市
民

課
で
受
け
付
け
し
ま
す
の
で
、
万
一
の

災
難
に
備
え
、ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
災
害
共
済

◇
掛
金
１
人
に
つ
き
６
０
０

円
（
１
年
分
）
で
、
１
人
１
口

に
限
る

◇
見
舞
金
な
ど
が
支
払
わ
れ

る
交
通
事
故

国
内
で
自
動
車

や
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
、
自
転
車

な
ど
に
乗
っ
て
い
て
起
き
た
事

故
や
、
歩
い
て
い
て
こ
れ
ら
の

車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か

れ
た
り
し
た
事
故
（
身
体
障
害

者
用
車
イ
ス
に
よ
る
事
故
も
含

む
）※

航
空
機
、
船
舶
な
ど
に
よ

る
事
故
や
国
外
で
の
事
故
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◇
見
舞
金
な
ど

▽
死
亡
に

よ
る
見
舞
金
�
世
帯
主
２
０
０

万
円
、
世
帯
主
以
外
（
単
身
世

帯
を
含
む
）
１
５
０
万
円

▽

入
院
・
通
院
日
数
に
応
じ
た
見

舞
金
�
１
万
円
〜
２０
万
円

▽

入
院
付
加
金
�
１０
日
以
上
の
入

院
に
限
り
１
万
円
〜
３
万
円

火
災
共
済

◇
掛
金

１
世
帯
１
口
６
０

０
円
（
１
年
分
）
で
、
１
世
帯

３
口
ま
で
可

◇
見
舞
金
な
ど
が
支
払
わ
れ

る
火
災
な
ど

持
家
・
借
家
に

関
係
な
く
、
住
民
登
録
ま
た
は

外
国
人
登
録
し
て
い
る
住
所
地

番
上
の
加
入
者
が
住
ん
で
い
る

建
物
で
火
災
、
落
雷
、
ガ
ス
な

ど
の
爆
発
に
よ
る
被
害

※
工
場
、
倉
庫
、
店
舗
な
ど

や
、
建
物
に
付
属
す
る
門
、
車

庫
、
湯
沸
器
な
ど
の
器
具
の
単

独
被
害
は
含
み
ま
せ
ん
。

※
間
借
り
、下
宿
の
場
合
は
、

１
室
に
つ
き
１
世
帯
と
し
、
他

人
に
貸
し
て
い
る
建
物（
部
屋
）

が
被
害
を
受
け
て
も
、
そ
の
持

主
に
対
し
て
見
舞
金
は
支
払
い

ま
せ
ん
。

◇
見
舞
金
な
ど
（
１
口
あ
た

り
）

▽
被
害
に
応
じ
た
見
舞

金
�
２
万
円
〜
１
５
０
万
円

▽
死
亡
弔
意
金
�
１
人
１
０
０

万
円

加
入
申
込
み

今
号
の
市
政
だ
よ
り
と
あ
わ

せ
て
配
布
し
て
い
る
加
入
申
込

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
次

の
と
こ
ろ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
な
お
、
受
付
場
所
に
も

申
込
書
は
あ
り
ま
す
。

▽
市
内
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
直
営
店
お
よ
び
郵
便
局

を
除
く
）
と
市
役
所
２
階
市
民

課
で
は
、
２
月
１６
日
�
か
ら
３

月
３１
日
�
ま
で
受
付

▽
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

と
市
役
所
５
階
市
民
総
務
室
で

は
、
４
月
以
降
も
常
時
受
付

※
就
学
援
助
の
認
定
を
受
け

て
い
る
世
帯
は
、
市
役
所
窓
口

（
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

市
民
課
、
市
民
総
務
室
）
で
、

申
し
出
の
う
え
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
３
月
末
ご
ろ
に
福
祉

事
務
所
が
発
送
す
る
書
類
に
同

封
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

市
民
総
務
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１
５
８
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
１
２

ゆ
う
ゆ
う
大
学
講
座

４
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
初
級
・
中
級
中
国
語
講
座
】

◇
と
き
・
定
員

第
２
・
４

土
曜
日

▽
初
級
�
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
・
３０
人
（
抽
選
）

▽
中
級
�
午
後
３
時
１５
分
〜
４

時
４５
分
・
２０
人
（
抽
選
）

※
い
ず
れ
も
計
２４
日
間
。

◇
対
象

市
内
在
住
、
在
勤

の
方◇

料
金

月
１
０
０
０
円

※
初
め
に
６
か
月
分
が
必
要
。

【
シ
ニ
ア
ピ
ア
ノ
教
室
】

◇
と
き

第
１
・
２
・
４
月

曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
（
計
３０

日
間
）

◇
対
象

市
内
在
住
で
５０
歳

以
上
の
初
心
者

◇
定
員

１５
人
（
抽
選
）

◇
料
金

月
２
０
０
０
円
、

初
め
に
教
材
費
１
０
０
０
円

【
将
棋
ク
ラ
ブ
】

◇
と
き

毎
週
火
曜
日
午
後

１
時
３０
分
〜
４
時（
計
４７
日
間
）

◇
対
象

市
内
在
住
、
在
勤

の
方◇

定
員

２０
人
（
抽
選
）

◇
料
金

無
料

ゆ
う
ゆ
う
教
室

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。
市
内
在
住

の
方
が
対
象
で
す
。

【
３
歳
か
ら
の
ダ
ン
ス
教
室
】

◇
と
き

第
１
・
３
月
曜
日

午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
２０
分（
計

１２
日
間
）

◇
対
象

３
歳
〜
５
歳
の
未

就
園
児

◇
定
員

１０
人
（
抽
選
）

◇
料
金

月
１
０
０
０
円
、

初
め
に
教
材
費
２
０
０
０
円

※
タ
オ
ル
、
シ
ュ
ー
ズ
、
飲

み
物
を
持
参
。

【
い
き
い
き
歌
体
操
教
室
】

◇
と
き

第
１
・
３
火
曜
日

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分（
計

１２
日
間
）

◇
対
象

６０
歳
以
上
の
方

◇
定
員

２０
人
（
抽
選
）

◇
料
金

１
回
２
０
０
円
、

初
め
に
教
材
費
５
０
０
円

【
粘
土
ク
ラ
フ
ト
教
室
】

◇
と
き

第
１
・
３
火
曜
日

午
後
１
時
１５
分
〜
４
時
（
計
１２

日
間
）

◇
定
員

１０
人
（
抽
選
）

◇
料
金

月
１
０
０
０
円
、

別
途
教
材
費
月
１
５
０
０
円

※
は
さ
み
を
持
参
。

【
書
道
教
室
】

◇
と
き

第
３
・
４
水
曜
日

午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分（
計

１１
日
間
）

◇
定
員

１０
人
（
抽
選
）

◇
料
金

月
１
０
０
０
円
、

初
め
に
教
材
費
１
２
０
０
円

※
書
道
用
具
を
持
参
。

【
演
劇
教
室
】

◇
と
き

第
１
土
曜
日
午
後

６
時
３０
分
〜
９
時（
計
６
日
間
）

◇
対
象

１５
歳
〜
６０
歳
の
方

◇
定
員

１０
人
（
抽
選
）

◇
料
金

１
回
５
０
０
円
、

別
途
教
材
費
月
５
０
０
円

※
上
履
き
、
筆
記
用
具
を
持

参
。【

染
色
教
室
】

◇
と
き

第
２
土
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
（
計
６
日
間
）

◇
定
員

１０
人
（
抽
選
）

◇
料
金

月
５
０
０
円
、
別

途
教
材
費
１
回
２
５
０
０
円

※
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
を
持

参
。【

拳
法
道
場
】

◇
と
き

第
２
・
４
日
曜
日

午
前
９
時
〜
９
時
５０
分
（
計
１２

日
間
）

◇
対
象

５０
歳
以
上
の
方

◇
定
員

１０
人
（
抽
選
）

◇
料
金

１
回
５
０
０
円
、

別
途
用
具
代
４
０
０
０
円

※
運
動
で
き
る
服
装
で
参
加
。

◇

◇

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
教
室
名
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

性
別
、電
話
番
号
を
書
い
て
、３

月
１０
日
�（
必
着
）ま
で
に
郵
送

◇
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問
合

せ
先

〒
５７９
・
８
０
０
３
日
下

町
３
―

１
―

７

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ

ザ（
日
下
）

０
７
２（
９
８
６
）

９
２
８
４
、
�
０
７
２
（
９

８
６
）
９
２
９
３

家
族
が
同
じ
部
屋
で
団
ら
ん
す
る
こ
と
も

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す

平
成
１７
年
２
月
に
発
効
さ
れ

た
京
都
議
定
書
は
、地
球
温
暖
化

の
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
な

ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

削
減
目
標
を
、参
加
し
た
国
ご
と

に
定
め
た
国
際
的
な
約
束
で
す
。

そ
の
中
で
日
本
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
を
２
０
０
８

年
か
ら
の
５
年
間
で
６
％
削
減

（
１
９
９
０
年
比
）
す
る
こ
と

を
約
束
。
し
か
し
日
本
で
は
、

２
０
０
６
年
に
６
・
４
％
も
増

加
（
同
比
）
し
て
い
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の

削
減
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の

方
の
協
力
が
必
要
で
す
。

次
の
『
家
庭
で
で
き
る
省
エ

ネ
ア
イ
デ
ア
』
を
参
考
に
、
身

近
な
こ
と
か
ら
地
球
温
暖
化
防

止
に
向
け
た
取
組
み
を
実
践
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
で
き
る

省
エ
ネ
ア
イ
デ
ア

�
空
調
温
度
を
暖
房
２０
度
、

冷
房
２８
度
に
設
定

�
電
化
製
品
の
主
電
源
を
切

っ
て
待
機
電
力
を
節
約

�
シ
ャ
ワ
ー
の
使
用
を
１
日

１
分
減
ら
す

�
風
呂
の
残
り
湯
を
再
利
用

	
夜
中
の
ポ
ッ
ト
や
ジ
ャ
ー

の
保
温
を
止
め
る



家
族
が
同
じ
部
屋
で
団
ら

ん
�
買
い
物
袋
を
持
ち
歩
き
、

ご
み
の
出
な
い
簡
素
な
包
装
の

商
品
を
選
ぶ

�
テ
レ
ビ
番
組
を
選
び
、
見

な
い
と
き
は
消
す


不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ

を
や
め
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心

が
け
る

�
移
動
に
は
な
る
べ
く
公
共

交
通
機
関
を
利
用
す
る
か
歩
く

「
環
境
家
計
簿
」
を

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か

市
で
は
、
各
家
庭
で
の
省
エ

ネ
生
活
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

と
し
て
、「
環
境
家
計
簿
」
の
普

及
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
環
境
家
計
簿
」
は
、『
家
庭

で
で
き
る
省
エ
ネ
ア
イ
デ
ア
』

を
実
践
し
な
が
ら
毎
月
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
を
記
入
。
省
エ

ネ
を
実
践
し
な
が
ら
家
計
簿
を

つ
け
る
こ
と
で
光
熱
水
費
の
節

約
に
も
な
り
、
生
活
を
見
直
す

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

今
年
も
６
月
に
募
集
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
進
め
る
省
エ
ネ
活
動

市
と
大
阪
ガ
ス
は
、
各
家
庭

で
の
省
エ
ネ
促
進
を
図
る
た
め
、

独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構（
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の
補
助
事
業
と
し
て

『
既
存
戸
建
住
宅
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
推
進
事
業
』
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

平
成
１９
年
度
に
公
募
し
た
市

内
の
既
存
戸
建
住
宅
１
０
２
世

帯
は
、
補
助
を
受
け
て
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
（
ガ
ス
エ
ン

ジ
ン
給
湯
器
・
排
熱
回
収
型
ガ

ス
給
湯
器
）
を
導
入
。
１
０
２

世
帯
の
導
入
効
果
は
、
平
均
的

な
１
世
帯
あ
た
り
の
消
費
量（
１

年
分
）
に
換
算
す
る
と
、
約
３７

世
帯
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
削

減
で
き
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

省
エ
ネ
の
取
組
み
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
内
容
な
ど

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
エ
コ
ス

ク
ラ
ム
ひ
が
し
お
お
さ
か
」（h

t
t
p
���w
w
w
.e
c
o�
s
c
r
u

m
�
h
ig
a
s
h
io
s
a
k
a
.jp
�

）

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

あ
な
た
に
も
で
き
る
省
エ
ネ

活
動
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

環
境
企
画
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
９
８
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
１
８

こ
の
ほ
ど
、
市
で
は
豊
か
な

環
境
創
造
基
金
の
普
及
啓
発
に

貢
献
し
た
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪

に
対
し
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま

し
た
（
写
真
）。

同
基
金
は
、
市
庁
舎
で
の
地

球
温
暖
化
防
止
の
取
組
み
に
よ

る
光
熱
水
費
の
削
減
額
を
は
じ

め
、
市
民
、
事
業
者
な
ど
か
ら

の
寄
付
を
積
み
立
て
、
環
境
啓

発
な
ど
に
活
用
す
る
も
の
で

す
。Ｊ

Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪
で
は
、

市
内
１３
の
支
店
に
昨
年
７
月
か

ら
半
年
間
、
募
金
箱
の
設
置
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
に
よ
り

同
基
金
の
普
及
啓
発
に
取
り
組

む
と
と
も
に
環
境
家
計
簿
の
募

集
も
行
い
ま
し
た
。

東
野
公
一
組
合
長
は
、「
昨
年

は
、
基
金
が
設
置
さ
れ
た
年
で

も
あ
り
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
市
域
の

環
境
を
良
く
す
る
た
め
に
少
し

で
も
貢
献
で
き
れ
ば
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

ま
た
同
組
合
は
、
昨
年
５
月

に
市
内
の
小
学
校
６
校
へ
ゴ
ー

ヤ
ー
の
苗
や
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど

を
寄
贈
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

の
普
及
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

３
月
１
日
�
か
ら
近
鉄
け
い

は
ん
な
線
荒
本
駅
東
側
の
「
荒

本
駅
東
自
転
車
駐
車
場
」
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

定
期
利
用
の
申
込
受
付
は
、

２
月
２６
日
�
（
午
前
７
時
〜
午

後
８
時
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。

先
着
順
で
１
人
１
台
受
付
票

を
交
付
し
、
満
車
に
な
り
次
第

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

◇
利
用
料
金

▽
一
時
利
用

�
自
転
車
１
５
０
円
、
ミ
ニ
バ

イ
ク
（
５０
�
以
下
）
２
０
０
円

▽
定
期
利
用
�
自
転
車
１
か
月

２
０
０
０
円
・
３
か
月
５
７
０

０
円
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
（
５０
�
以

下
）
１
か
月
３
０
０
０
円
・
３

か
月
８
７
０
０
円

◇
申
込
み
先

荒
本
駅
南
自

転
車
駐
車
場
管
理
人
室

◇
問
合
せ
先

▽
�
自
転
車

駐
車
場
整
備
セ
ン
タ
ー

０
６

（
６
４
４
９
）０
９
９
１

▽
交

通
対
策
室

０
６（
４
３
０
９
）

３
２
２
６
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
６

市
の
名
誉
市
民
で
あ
る
司

馬
�
太
郎
さ
ん
の
記
念
館（
下

小
阪
３
）
に
は
、
平
成
１３
年

の
開
館
以
来
、
全
国
か
ら
多

く
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
ま

す
。司

馬
さ
ん
の
命
日
で
あ
る

２
月
１２
日
の
「
菜
の
花
忌
」

に
合
わ
せ
て
菜
の
花
を
育
成

す
る
運
動
も
広
が
り
を
み
せ
、

毎
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て

は
記
念
館
を
は
じ
め
、
周
辺
道

路
に
色
鮮
や
か
な
菜
の
花
が
咲

き
誇
っ
て
い
ま
す
。

春
の
ひ
と
と
き
、
司
馬
さ
ん

の
愛
し
た
菜
の
花
を
絵
日
記
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

３
月
７
日
�
午
後

１
時
〜
４
時

◇
と
こ
ろ

司
馬
�
太
郎
記

念
館
と
そ
の
周
辺

◇
対
象

小
・
中
学
生

◇
定
員

３０
人
（
抽
選
）

◇
申
込
方
法

行
事
名
、

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
も
）、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年

を
２
月
２５
日
	
ま
で
に
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
で◇

問
合
せ
先

文
化
国
際

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

５
５
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
３
、
Ｅ
メ
ー
ルb

u

n
k
o
k
u
@
c
it
y
.h
ig
a
s

h
io
s
a
k
a
.o
s
a
k
a
.jp

身
近
な
問
題
を
通
し
て
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

◇
と
き
・
内
容

▽
２
月

２６
日
�
�
講
演
「
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
人

権
〜
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の
気
づ

き
」
大
阪
市
立
大
学
准
教
授

・
古
久
保
さ
く
ら
さ
ん

▽

３
月
５
日
�
�
講
演
「
人
の

世
に
熱
と
光
を
�
〜
同
和
問
題

入
門
」
西
光
寺
副
住
職
・
清
原

隆
宣
さ
ん

▽
１２
日
�
�
講
演

「
よ
く
わ
か
る
『
在
日
外
国
人

と
人
権
』」母
国
語
学
級
民
族
講

師
・
金
孝
先
さ
ん

☆
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
３

時
３０
分

◇
と
こ
ろ

市
民
会
館
第
４

会
議
室

◇
対
象

市
内
在
住
、
在

勤
の
方

◇
定
員

各
４０
人
（
申
込

先
着
順
）

◇
申
込
方
法

希
望
す
る

講
演
名
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
２
月
１６
日
�
午
前
９
時
か

ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

※
手
話
通
訳
を
希
望
す
る

方
は
、
各
講
演
日
の
３
日
前

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。◇

申
込
み
・
問
合
せ
先

人
権
啓
発
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
５
６
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
２
３

長瀬子育て支援センター

【子育てで大切にしたいしつけのポ
イント】
どう接したらいいかなど、子育ての

コツを学びませんか。 とき ２月２４

日�午前１０時～１１時３０分 対象 １歳

６か月以上の乳幼児とその保護者 定
員 ２０組（申込先着順） 申込方法
２月１７日�午後１時から電話で
【親子であそぼう】
とき ３月３日�午前１０時３０分～１１

時３０分 対象 ２歳以上の乳幼児とそ

の保護者 定員 ２５組（申込先着順）

申込方法 ２月２０日
午前１０時から電
話で

◇ ◇

■ところ・申込み・問合せ先 長瀬

子育て支援センター ０６（６７２８）１８００、

�０６（６７２８）２４１３

荒本子育て支援センター

【おでかけ広場】
歌にあわせて遊びます。 とき ２

月２７日
午前１０時～１１時３０分 ところ
やまなみプラザ（四条） 対象 乳幼

児とその保護者 申込方法 ２月１６日

�午後１時３０分から電話で
【子育て相談デー】
子育ての悩みや不安の相談に応じま

す（保育あり）。 とき ２月２７日
午
後１時３０分～２時３０分 ところ 荒本

子育て支援センター 申込方法 ２月

１８日	午後１時３０分から電話で

【リフレッシュ講座】
フェルトでケーキを作ります。 と
き ３月２日�午前１０時～１１時３０分
ところ 荒本子育て支援センター 対
象 ２歳以上の乳幼児とその保護者

定員 １０組（抽選） 申込方法 ２月

１８日	午後１時３０分～２３日�午後５時
に電話で ※当選者のみ２５日	に連絡。

◇ ◇

■申込み・問合せ先 荒本子育て支

援センター ０６（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）
２５９７

鴻池子育て支援センター

【おでかけホッと広場】
とき ２月２７日
午前１０時～１１時３０分
ところ ゆうゆうプラザ（日下） 対
象 乳幼児とその保護者 定員 ３０組

（申込先着順） 申込方法 ２月２０日


午前１０時３０分～午後５時に電話で
■申込み・問合せ先 鴻池子育て支

援センター ０６（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）
０５７７

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
大
切

に
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
、
人

権
啓
発
や
地
域
交
流
を
深
め
る

た
め
「
あ
ら
も
と
愛
�
ふ
れ
あ

い
２１
」
を
開
催
し
ま
す
。

キ
ダ
・
タ
ロ
ー
さ
ん
に
よ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
お
し
ゃ
べ
り
と
ヴ

ェ
ル
デ
・
フ
ォ
リ
ア
に
よ
る
オ

ー
ボ
エ
演
奏
の
や
さ
し
い
音
色

に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

３
月
１５
日
�
午
後

２
時
〜
４
時
３０
分
（
開
場
は
１

時
間
前
）

◇
定
員

４
０
０
人
（
抽

選
）◇

内
容

▽
講
演
「
本
物

の
見
分
け
方
」
作
曲
家
・
キ

ダ
・
タ
ロ
ー
さ
ん

▽
オ
ー

ボ
エ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ユ
ニ
ッ

ト
・
ヴ
ェ
ル
テ
・
フ
ォ
リ
ア

に
よ
る
「
お
な
じ
み
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
」「
な
つ
か
し
の
叙
情

歌
」
な
ど

※
ふ
れ
あ
い
講
座
受
講
生

に
よ
る
活
動
紹
介
や
作
品
も

展
示
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
に
行
事
名
、
住
所
・
氏
名

（
返
信
用
に
も
）、
年
齢
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、
２
月
２８

日
�
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

郵
送◇

と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問
合

せ
先

〒
５７７
・
０
０
２
３
荒

本
２
―

６
―

１

荒
本
人
権
文

化
セ
ン
タ
ー

０
６
（
６
７

８
８
）
７
４
２
４
、
�
０
６

（
６
７
８
８
）２
４
５
６

キダ・タローさん
多くの放送番組のテーマ曲やＣＭソング、

歌謡曲など、幅広い作曲活動を手掛けたこと
から�浪花のモーツァルト�と呼ばれています。
講演「本物の見分け方」では、作曲家の立

場から人間の耳は日常生活でいかにだまされ
ているかを語ります。

近鉄荒本駅東自転車駐車場（有料）

司
馬
�
太
郎
記
念
館
で

「
菜
の
花
絵
日
記
」を
描
こ
う

３月１日リニューアルオープン

小
・
中
学
生
募
集

２
月
１６
日
か
ら
受
付
開
始

キダ・タロー講演会＆
ヴェルデ・フォリア演奏会

あらもと愛�ふれあい２１

万万一一にに備備ええてて加加入入をを
一一年年間間のの大大ききなな安安心心��

ススススススススススススストトトトトトトトトトトトトッッッッッッッッッッッッップププププププププププププ・・・・・・・・・・・・・地地地地地地地地地地地地地球球球球球球球球球球球球球温温温温温温温温温温温温温暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖化化化化化化化化化化化化化

待ったなし�

豊
か
な
環
境
創
造
基
金
の

普
及
啓
発
に
貢
献

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪
へ
感
謝
状
を
贈
呈

受
講
生
を
募
集

親子で楽しもう�
子育て支援センターの催し

い
っ
し
ょ
に
学
び
ま
せ
ん
か

※車での来場はご遠慮ください

市民人権
講 座

身
近
な
問
題
を
考
え
よ
う

生
き
生
き
人
生
学

（４）平成２１年２月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２１年２月１５日（５）
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その他の続き

インターネット公売

市では、税の公平性確保のため滞納

処分を行っています。この一環として、

ヤフー株式会社が提供する「官公庁オ

ークションシステム」上で、不動産や貴

金属、記念切手などをインターネット

公売し、売却した代金を税に充当しま

す。くわしくは、２月１３日�午後１時
から市ホームページでご覧になれます。

�問納税課ネット公売専用ダイヤル
０６（４３０９）３１３２、�０６（４３０９）３８０８

農業委員会委員
選挙人名簿の縦覧

今年１月１日現在の農業委員会委員

選挙人名簿を見ることができます。

�時２月２３日�～３月９日�午前８時３０
分～午後５時

�所�問選挙管理委員会事務局 ０６（４３０９）

３２８８、�０６（４３０９）３８４９

鴻池新田会所臨時休館

害虫駆除のため、３月１日�～９日
�まで臨時休館します。また、臨時休
館期間後も関連する清掃作業のため、

観覧できない建物があります。理解と

協力をお願いします。

�問鴻池新田会所 ０６（６７４５）６４０９、�
０６（６７４４）７４９８

ドリーム２１臨時休館

機器の点検ため、３月３日�、４日
�は臨時休館します。
また、プラネタリウムは機器改修工

事のため、引き続き３月６日�まで休
止します。７日�からは新しくなった
プラネタリウムで今まで以上に美しい

星空と全天映像システムによる迫力あ

る映像をお楽しみください。

なお、プラネタリウム以外の施設は

通常どおり利用できます。

�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�０７２
（９６２）０８１０

難病相談会・交流会

�時２月２６日�午後２時～４時 �所
保健所大会議室 �定４０人（申込先着

こうげんびょう

順） �内混合性結合組織病（ 膠原病）
の方に対する専門医による個別相談

と交流会 �講金山内科クリニック医
師・金山良春さん

�申�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、

�０７２（９６０）３８０９

家族みんなでメタボ撃退�
健康づくりイベント

健康づくりは自分の体を知ること

が大切です。親子で体を動かしたり、

測定コーナーで健康チェックをした

りして楽しくメタボを撃退しましょ

う。

�時２月２１日�午後１時～４時 �内
�対�定�親子でエアロビクス	平成１６
年８月～１８年８月生まれの子どもと

その保護者・３０組（申込先着順）※

保険料１人３０円が必要です。 �骨
密度測定	成人・６０人（申込先着順）
※血圧・握力などの測定や遊びコー

ナー（ぬり絵、折り紙、ボールプー

ル）もあります。

�所�申�問西保健センター

糖尿病食事学習会

�時３月５日�午前１０時３０分～午後
２時 �対糖尿病の食事療法をしてい
る方 �定２０人（申込先着順） �内講
話「糖尿病の食事療法」、調理実習

（昼食）、意見交流会 �料７００円 �持
エプロン、手ふき、筆記用具

�所�申�問中保健センター

糖尿病食献立集を配布

東大阪地域活動栄養士会では、保

健センターで開催している糖尿病食

事学習会で作った５年間の献立をま

とめ、「糖尿病食献立集
」を発行しま
した。市内在住で糖尿病食の献立に

困っている方や食事療法を行ってい

る方に配布します。 �時２月１６日�
から �定５０冊（当日先着順・１人１冊）
�所�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、

�０７２（９６０）３８０９

マナーを守って飼いましょう
ペットの犬や猫

ペットとの生

活は楽しいもの

ですが、飼い主

は次のマナーを

守り、ほかの方

に迷惑をかけな

いように飼いま

しょう。

�犬のフンは責任をもって処理す
る �不幸な命を増やさないため
に、避妊・去勢手術を考える �犬の
放し飼いや放し散歩は絶対にやめる

�猫は室内飼育を心がける
�問動物指導センター ０７２（９６３）

６２１１、�０７２（９６３）１６４４

個別禁煙相談

禁煙に取り組みませんか。ニコチ

ンチェックと禁煙のコツを指導しま

す。相談日程は申込時に決めますの

で、気軽に申し込んでください。

�所�申�問東・中・西保健センター

心さわやか体すこやか歩いて健康
ウォーキング講座

�時３月２日�、９日�、１６日�午
後１時～３時（計３日間） �対市内
在住の６５歳未満の方 �内講話と実技
「健康に効果的なウォーキング方法」、

脚力・体力測定など �料１００円
�所�申�問東保健センター

はしかにならない�させない�
麻しん・風しん混合予防接種

麻しん・風しん混合予防接種の第

２期～第４期はお済みですか。

対象は、第２期は幼稚園や保育所

の最年長児、第３期は中学校１年生

に相当する年齢の方、第４期は高校

３年生に相当する年齢の方です。

対象となる方は３月３１日�までに
受ければ無料です。期限が過ぎると

約１万円かかります。市内の予防接

種委託医療機関で早めに受けましょ

う。

�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０５、

�０７２（９６０）３８０９

小児慢性特定疾患
療育指導講演会

�時３月９日�午後２時～４時（開
場は３０分前） �所中保健センター
�定５０人（申込先着順） �内講演「川
崎病のフォローアップについて」大

阪大学医学部附属病院助教・小垣滋

豊さん ※一時保育あり（定員５人）。

�申�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、

�０７２（９６０）３８０９

おわびと訂正

市政だより２月１日号の５面で掲

載した精神保健福祉講座の記事で、

開催時間に誤りがありました。おわ

びして訂正します。正しくは、午後

６時３０分～８時です。

�問東・中保健センター

絵画教室夢きぼう作品展
�時３月１７日�～２２日�午前１０時～午後５

時（１７日は正午から。２２日は午後４時まで）

�所市民美術センター�問米本０７２（９６４）３７７７
ゆっくり育て�私たちの宝もの

ダウン症候群の子どもたちを撮影した写

真展です。�時３月１７日�～１９日��所市役所
１階多目的ホール�問中村０９０（９６９５）４０８２

工作とえほんであそぼ�
�時３月１５日�午前１０時～１１時５０分�所もも
の広場（楠根）�対幼児（保護者同伴）～小
・中学生�問ピノキオ０９０（８７５９）９２１１

ベンチャーズコンサート
ウ ー プ ス

梅野浩二さんとWooPS�によるコンサー
ト。�時３月２８日�午後６時～�料３，０００円�所
�申�問合田医院（中小阪２）０６（６７２３）９６６０

着物着付教室
�時�所�２月１６日�午前１０時～	やまなみ

プラザ（四条）�２０日�午後１時３０分～	
はすの広場（近江堂）�料各５００円�申�問近藤０９０
（６７３１）０６２６

気 功 体 験
�時２月１９日�午後１時～２時３０分、２２日
�午前９時～１０時３０分�所�申�問吉見カイロプ
ラクティック（花園東町１）０７２（９６１）４４３３

イーキューブ

近畿大学英語村Ｅ３〔e―cube〕一般開放
�時２月１６日�～３月３１日�（９日と土・日

曜日を除く）午前１０時～午後４時�対１６歳以
上の方�所�問近畿大学英語村Ｅ３０６（６７２１）２３３２

ニューロン体操
�時３月３１日�午後７時１５分～８時４５分、
４月３０日�午後３時～４時３０分�所ももの広
場（楠根）�内呼吸法、気功法など�申�問杉山
０９０（８５７１）７１９１

クレイワーク千染の教室
【お花のストラップ作り】
�時３月７日�午前１０時～正午�料３，０００円

�持はさみ、針、糸
【柿渋の一閑張り作り】
�時３月７日�、２１日�午後１時～４時（計

２日間）�料４，０００円（材料費別）�持エプロン、
手ふき

◇ ◇

�所合田医院（中小阪２）�問河内０９０（９５４０）
８４９５

セラピーメイクを考えるミニシンポ
�時３月２８日�午後１時３０分～４時３０分�所
大阪樟蔭女子大学�申�問樟蔭ファッションセ
ミナー事務局０６（６７２３）８２２７

女性のための自助グループ
�時２月～６月の第４土曜午後１時～３時
�所イコーラム（男女共同参画センター）�料
各５００円�申�問ＮＰＯ法人シスターフッド大阪
０９０（３８２０）４０３８

ママさんヨガ
�時２月２６日�午前１０時～１１時３０分�所イコ
ーラム（男女共同参画センター）�料５００円
�申�問南０９０（４２８６）５７９３

精神障害者家族会
�時２月２３日�午後１時～４時 ※２月１３

日�午後２時～４時に市民会館第３集会室
で講演会「統合失調症はどこまでわかった

か２００９」を開催�所�申�問東大阪さつき会事務
局（岩田町３）０６（６７３０）２９１０

パソコン教室
【ビスタで始めるパソコン初級講座】
�時３月～７月の第２日曜午後１時～４時

（計５日間）�所ＩＴブレーン東大阪（小阪１）
�内文字入力、ワードでハガキ作成�料１２，５００円
【ビスタで始めるネットとワード初級】
�時４月～７月の第２日曜午後１時～４時

（計４日間）�所ＩＴブレーン東大阪�料１０，０００
円

【フリーソフトで３Ｄイラストを描く】
�時３月１３日�、４月１０日�午前９時３０分

～１１時４５分�所イコーラム（男女共同参画セ
ンター）�料各２，０００円

◇ ◇

�申�問ＩＴブレーン東大阪０６（６６１８）６９００、
�０６（６６１８）５０１０、�oubo@it�osaka.jp
【初心者のためのはじめてのパソコン】
�時�所３月１１日�	イコーラム（男女共同
参画センター）、１６日�	やまなみプラザ
（四条）※いずれも午後３時～５時�内文字
入力の基礎、ワード�持ノートパソコン（レ
ンタルあり）�申�問中高年のパソコン教室「濱
上」０７２（９８２）６７９０（�兼用）

【インターネットの基本】
�時２月２２日�午前１０時～午後３時�所ゆう

ゆうプラザ（日下）�料５，０００円�申�問エンジョ
イパソコンクラブ日下０９０（９１１３）９４７８

【初心者のためのビスタ】
�時４月～６月の第１・３木曜午前９時１０
分～１０時１０分（計６日間）�所ゆうゆうプラ
ザ（日下）�料６，０００円�申�問藤本０７２（９８２）４８８５
（�兼用）
【ワード・インターネットとエクセル講座】
�時�所４月～９月（各計１８時間）�火曜	

グリーンパル（中鴻池）�水曜	やまなみ
プラザ（四条）�木曜	東大阪アリーナ�対
５０歳以上の初心者�料各２１，０００円�持ノートパ
ソコン（レンタルあり）�申�問朝倉０９０（６９１９）
６２４４

あいも文化交流会館の催し
【オカリナ・歌・ピアノライブ】
�時２月２２日�、３月２９日�午後０時３０分

～１時３０分※飲食代が必要

【びーるとおんがくの宵】
�時２月２７日�、３月２７日�午後６時～８

時３０分※飲食代が必要

【舞台と屋台の祭り】
�時４月２９日�正午～午後５時※出演・出

店者も募集

◇ ◇

�所�問あいも文化交流会館（御厨中１）０６
（６７８２）３５６６

（６）平成２１年２月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り



保育ワーカー養成講座

保育ワーカーになって子どもと遊ん

だり、子どもや女性の問題を考え合っ

たりしませんか。希望者は受講後に一

時保育のワーカー会員に登録できます。

�時�内�３月１０日��安全の心得�１１
日��子どもの育ちを支え合う�１２日
��子どもと共に育ち合う�１３日��
出会い、学び、共に育とう ☆いずれ

も午前９時５０分～１１時５０分で１０日のみ午

後１時３０分～４時３０分。計４日間 �対
市内在住、在勤、在学の方 �定２０人（抽
選） �講ＮＰＯ法人シーン・遠矢家永
子さん、ＮＰＯ法人シーン�サポートと
んがらし・中村淑子さん ※１歳６か

月～就学前幼児の保育あり（１人２００円

で１０日のみ１人４００円・定員１０人）。

�申往復ハガキに講座名、受講動機、住
所、氏名、電話・ファクス番号、保育

の有無（必要な場合は子どもの氏名、

生年月日も）を書いて、３月３日�（必
着）までに郵送（ファクス、Ｅメール

でも可）

�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、�ikor
amu@city.higashiosaka.osaka.jp

手作りクラフト教室

自然木でブローチなどを作ります。

�時３月６日�午後１時～３時 �対市内
在住の６０歳以上の方 �定２０人（申込先
着順） �料１００円 �持小刀または彫刻刀
�所�申�問五条老人センター ０７２（９８５）

３７５１、�０７２（９８６）７５９２

ファミリー・サポート・センター
援助会員養成講座

地域の会員同士で子育てを支援する

ファミリー・サポート制度の援助会員

になりませんか。 �時３月７日�午前
９時～午後０時３０分 �所総合福祉セン
ター �対子どもの送迎や自宅で保育が
できる２０歳～７０歳の市内・近隣在住の

方 �定１０人（申込先着順） �内事業概要
の説明、子どもの健康と発達、現在の

子育て環境と求められる支援 �申講座
名、住所、氏名、年齢、電話番号を３

月６日�までに電話またはファクスで
�申�問ファミリー・サポート・センタ
ー ０６（６７８５）２６２５、�０６（６７８９）５６１１

グリーンガーデンひらおかの教室

【コサージュづくり教室】
�時２月２２日�午前１０時から �定４０人

（申込先着順） �講布花主宰・藤井真
知子さん �料７００円 �申２月２０日�まで
【初めてのパソコン教室】
�時３月５日�午後１時から �対文字

入力が苦手な初心者 �定１０人（抽選）
�講中高年のパソコン教室主宰・濱上孝
世さん �料１００円 �申３月１日�まで

◇ ◇

�申教室名、住所、氏名、年齢、電話
番号を書いて、各申込期限までに電話

またはファクスで

�所�申�問グリーンガーデンひらおか
０７２（９８２）９９２０、�０７２（９８２）９９２１

歴史講演会

【和泉黄金塚古墳について】
�時３月１日� �講和泉市教育委員会
・白石耕治さん

【光を求めた古代生駒山の寺々】
�時３月３日� �講大阪府文化財セン

ター・水野正好さん

◇ ◇

☆いずれも午後１時３０分～３時 �定
各９０人（当日先着順）

�所�問埋蔵文化財センター ０７２（９８３）

２３４０、�０７２（９８２）９４１１

きものリフォーム体験教室

タンスに眠っている着物を利用して

ブラウスを作ります。 �時３月１４日�
午前１０時～午後３時 �対市内在住、在
勤、在学の方 �定１０人（抽選） �持着
物（やわらか物） ※材料購入の場合

は１，０００円が必要。 �申往復ハガキに教
室名、住所、氏名（ふりがなも）、年齢、

電話番号を書いて、２月２８日�（必着）
までに郵送

�所�申�問〒５７７・００５４高井田元町１―１１―１７
青少年女性センター ０６（６７８９）５７４６、

�０６（６７８９）２０４９

１級建築士による相談

�時２月１７日�午後１時～４時（予約
不要） �所市役所１階相談室 �内建替
え、耐震、アスベスト、リフォーム、

シックハウス、欠陥住宅など ※住宅

の耐震診断・改修補助申込みの受付も

しています。

�問指導監察課 ０６（４３０９）３２４５、�０６
（４３０９）３８３４

国民年金保険料納付相談

保険料は未納のままにせずご相談く

ださい。未納のまま放置すると将来年

金が受給できないことにもなりかねま

せん。ねんきん特別便や免除の相談も

受け付けます。 �時２月２５日�午前１０
時～午後４時 �所はすの広場（近江堂）
�持国民年金手帳または基礎年金番号が
わかるもの

�問�東大阪社会保険事務所 ０６（６７２２）

６００１ �国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、

�０６（４３０９）３８０５

証明書自動交付機
２月２２日は使用できません

２月２２日�は、市役所本庁舎の設備
点検のため、本庁舎とリージョンセン

ターに設置している証明書自動交付機

は終日使用することができません。理

解と協力をお願いします。

�問�市民課 ０６（４３０９）３１７２、�０６
（４３０９）３８０４ �行政サービスセンター

伝統文化を子どもたちに
団体を支援

伝統文化を子どもたちに伝えていく

ため、文化庁では文化活動を行う団体

を支援する「伝統文化こども教室」事

業を行っています。申請方法などくわ

しくはお問合せください。 �対子ども
が体験・習得することが適切と認めら

れる伝統文化活動を行っている団体（民

俗芸能、工芸技術、邦楽、日本舞踊、

武道、伝統的な子どもの遊びなど）

�問文化財課 ０６（４３０９）３２８３、�０６
（４３０９）３８３５

定員がある催しもあります。料金表示の

ないものは無料です。くわしくは問合せ先

まで。

税金に関する相談
�時２月２３日	午前９時３０分～午後４時�所

�申�問東大阪税理士会館（永和２）０６（６７２５）７７０８
振り込め詐欺の防犯教室

�時２月１８日�午後２時～３時�所クレア・
ホールふせ（足代北２）�問布施防犯協議会
０６（６７２５）２１１０

ウィズ

with のゆったり～おしゃべり会
�時２月２０日�、３月２０日
、４月１７日�

午前１０時～正午�所イコーラム（男女共同参
画センター）�対女性�料各１００円�申�問米田０８０
（１４０５）３３７７

フラワーアレンジメント
�時２月２８日�、４月１１日�午前１０時３０分
～正午、午後２時～３時３０分�所夢広場（布
施駅前）�料１回３，５００円�申�問本澤０９０（９１１３）
５７１７

和綴・オリジナル製本展示会
�時４月１０日�午前１０時～午後９時、１１日

�午前１０時～午後４時�所大阪市中央公会堂
（大阪市北区中之島１）�問中井０７２（９８４）
９００６

初心者俳句教室
【きらり俳句教室】
�時３月２４日�、２６日�または４月９日�
午前９時１０分～１１時３０分（計２日間）�所く
すのきプラザ（若江岩田駅前）�料５００円�申
�問土田０７２（９６２）０８６９
【鴻池俳句教室】
�時４月１０日�午前１０時～正午、１１日�ま

たは２５日�午後１時３０分～４時（計２日間）
�所グリーンパル（中鴻池）�料２００円�申�問植村
０６（６７４５）６１９２

登校拒否を克服する会
�時４月１２日�午後１時～５時�所市民会館
第１会議室�料５００円�問登校拒否を克服する会
０６（４３０９）００４３

プリザーブドフラワー
�時�所�２月１７日�、３月３日�午前１０時
～正午�ゆうゆうプラザ（日下）�２月１７
日�、２１日�、３月３日�、７日�午後１
時３０分～５時�あいも文化交流会館（御厨
中１）�料１回２，５００円�申�問藤井０６（６７８９）２１２７

はかま

袴の着付教室
�時２月１６日	、２３日	午後１時～５時�所

やまなみプラザ（四条）�料各３，０００円�持半幅
帯�申�問丸山０９０（７１０１）０４２５

囲 碁 教 室
�時２月２０日�、２７日�、３月６日�午後
６時～９時�所社会教育センター�申�問楠本０６
（６７８９）５６９２

自然観察教室
近江今津へ出かけます。�時４月４日�※
ＪＲ大阪駅中央改札口に午前７時２０分集合

�料３，０００円（交通費別）�申�問瀧上０９０（５２５２）
２９４８

居合体験教室
�時２月２１日�午前９時３０分～１１時�所�申�問
越田道場（上四条町）０７２（９８３）０１８１

親子リズム体操
�時�所�２月１９日��イコーラム（男女共
同参画センター）�２３日	�ゆうゆうプラ
ザ（日下）※いずれも午前１０時～１１時�料各
５００円�申�問沖０８０（６１８０）４９１７

ががく龍笛入門教室
�時３月２日	、９日	、２３日	午後６時

～８時（計３日間）�所やまなみプラザ（四
条）�料３，０００円�申�問濱上０７２（９８２）６７８４（�
兼用）

ばた

古代機（原始機）の体験
�時２月２２日�、３月１日�午後１時～�料
各１，０００円�所�申�問中元（吉田１）０９０（２３５０）
７１８３

春のチャリティーバザー
�時３月９日	午前１１時～午後３時�所昭和

会館前（昭和町）�問中山０９０（５０５６）７３４７
プリザーブド・フラワーアレンジメント
�時２月２１日�午後２時～８時、２２日�午
前１０時３０分～午後３時�所夢広場（布施駅前）
�料各２，５００円�申�問御堂０７２（９６１）３７５０（�兼用）

枚岡ネイチャークラブの催し
料金は子ども１００円、大人３００円。弁当、

飲み物を持参（雨天中止）。

【とっとこ歩き観察会】
歴史を感じつつ古道を歩こう（約１０�）。

�時２月２２日�☆近鉄平群駅改札口に午前９
時集合、近鉄服部川駅に午後４時ごろ解散

�持手袋、帽子、防寒具、雨具、あればルー
ペ�問三木０６（６７２８）２４５５
【春の小川をのぞいて見よう】
小川にすむ生き物を観察しよう。�時３月

２２日�☆枚岡神社鳥居下に午前１０時集合、
午後２時ごろ解散�持長靴、ざる、タオル、
着替え、あれば網、ルーペ�問石井０９０（７８７７）
０３８０

日新高等学校吹奏楽部演奏会
�時３月２１日�午後６時～�所府立中央図書
館ライティホール�問日新高等学校吹奏楽部
０７２（９８５）５５５１

ニキーチン積み木の家
積み木を使って遊びます。�時３月２日	
午前９時３０分～１０時３０分、午前１１時３０分～

午後０時３０分�対２歳～３歳の乳幼児とその
保護者�所�申�問八戸の里幼稚園（中小阪３）
０６（６７２１）７０３８

たか

池島・知っタカ（鷹）観察会
�時３月８日�午後１時～�所池島高等学校

�内鷹の識別・生態の話、観察会�料３００円�申
�問堀江０７２（９８４）５７３０

記号の見方
�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先 �問問合せ先 �メールアドレス

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２１年２月１５日（７）
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生演奏で春の訪れを感じよう
ひるやすみ・ひるさがり特別コンサート

市役所で開催している「ひるやすみ

ホールコンサート」と市民美術センタ

ーで開催している「ひるさがりロビー

コンサート」に出演した方を招き、特

別コンサートを開催します。 �時３月
１日�午後１時３０分～４時（開場は３０
分前） �所イコーラム（男女共同参画
センター） �定２４４人（当日先着順）

さんしん

�内三線、オーボエ、ホルン、バイオリ
ンなどの生演奏

�問文化国際課 ０６（４３０９）３１５５、�０６
（４３０９）３８２３

くすのき歌声喫茶

懐かしの歌を歌います。 �時３月１５
日�午後２時～４時３０分 �定１００人（抽
選） �料５００円（飲み物付） �申往復ハガ
キに行事名、住所、氏名、電話番号を

書いて、２月１６日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―５００

くすのきプラザ（若江岩田駅前） ０７２

（９６７）６５６５（�兼用）

ボランティア・あいあいサロン

ボランティア活動について、気軽にお

しゃべりしませんか。 �時２月２８日�
午後１時３０分～３時３０分 �所総合福祉
センター �定５０人（申込先着順） ※ボ
ランティア活動やイベントなどの情報

提供もしています。手話通訳、要約筆記

が必要な方は申込時にお伝えください。

�申�問市民福祉活動センター ０６（６７８９）

５５５０、�０６（６７８９）２９２４

やまなみプラザの教室と催し

【折り紙と伝承の遊び教室】
�時２月２２日�午後１時から �定２０人

（抽選） �内ひな作り �講神戸芸術工
科大学非常勤講師・楠下勲さん �申往
復ハガキに教室名、住所、氏名、年齢、

電話番号を書いて、２月１８日�（必着）
までに郵送

【むかしばなしを楽しむ会】
おはなし、絵本、手あそびなどを楽

しみませんか。 �時２月２８日�午後２
時から �対幼児～小学校２年生（保護
者同伴可） �定３０人（当日先着順）
�講東大阪おはなしの会・ねっこぼっこ
※申込不要。

◇ ◇

�所�申�問〒５７９・８０５４南四条町１―７ やま

なみプラザ（四条） ０７２（９８８）３１０７

（�兼用）

自動販売機の設置事業者

市施設へ自動販売機を設置する事業

者を募集します。 �申募集要項に書い
ている必要書類を３月２日�～４日�
に直接 ※募集要項、物件の一覧、申

込書は管財課で配布。市ホームページ

からダウンロードもできます。

�申�問管財課 ０６（４３０９）３１２５、�０６
（４３０９）３８２０

介護認定調査員

介護認定調査を行う調査員を募集し

ます。 �対昭和２９年４月２日以降生ま
れで、保健師、看護師、介護福祉士な

どの資格があり、実務経験が５年以上

の方または介護支援専門員の資格のあ

る方 �申２月１６日�～３月２日�
�申�問介護認定給付課 ０６（４３０９）３１８９、

�０６（４３０９）３８１４

医療職嘱託員（臨床検査技師）

�対臨床検査技師の資格をもつ原則６０
歳以下の方 �定１人 勤務時間 午前

８時４５分～午後５時１５分

�申�問東診療所 ０７２（９８２）３８２１、�０７２
（９８２）３８２５

介護保険不正防止・検証・制度
円滑推進協議会委員

市では、介護保険事業が健全で円滑

に行われるように運営などを検証する

「介護保険不正防止・検証・制度円滑

推進協議会」を設置しています。

このほど、市民の意見を取り入れる

ため、協議会の委員を募集します。

�対市内在住の４０歳以上の被保険者（市
職員、市外郭団体の職員、市付属機関

の委員、介護保険事業者の関係者を除

く） �定２人程度（面接あり） 任期
４月１日から２年間 �申「私が考える
介護保険のありかた」をテーマにした

作文（８００字程度で様式自由）と別紙に

住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号

を書いて、３月６日�（必着）までに郵送
�申�問〒５７７・８５２１市役所高齢介護課

０６（４３０９）３１８７、�０６（４３０９）３８４８

配膳員と調理員
短期パート登録者

配膳員と調理員の短期パート登録者

を募集します。 勤務時間・内容 �
配膳員�原則午前１０時３０分～午後２時
３０分（４時間勤務）・市立小学校で給

食を学年、クラス別に仕分ける �調
理員�原則午前８時３０分～午後３時１５
分（６時間勤務）・市立小学校などで

学校給食調理補助 ※雇用期間は来年

３月末まで。 �申履歴書を郵送
�申�問〒５７７・８５２１市役所学校給食課

０６（４３０９）３２７６、�０６（４３０９）３８６７

消費者団体協議会加入団体

近年、食品偽装や環境問題など消費

生活にかかる安全・安心が大きく揺ら

ぎ、また悪質商法などの消費者被害も

後を絶ちません。

市では、消費者の視点から消費生活

問題をいっしょに学び活動する団体を

募集します。ぜひ加入しませんか。

�申�問消費生活センター内東大阪市消
費者団体協議会 ０７２（９６５）６００２、�０７２
（９６２）９３８５

源氏物語の古典文学や恋愛小説な

どの作品を手がけてきた作家・田辺

聖子さんの魅力を講演します。

田辺聖子さんの人柄やエピソード

に触れながら、古典文学が持つ言葉

や表現の美しさを楽しみませんか。

�時３月８日�午後２時～３時 �定
１００人（当日先着順） �内「田辺聖子
ワールドの魅力～新源氏より」大阪

樟蔭女子大学教授・中周子さん

�所�問花園図書館 ０７２（９６５）７７００、

�０７２（９６５）９２１２

平
安
和
歌
文
学
と
田
辺
聖
子

さ
ん
の
作
品
を
研
究
さ
れ
て

い
る
中
周
子
さ
ん

法 律
弁護士が相談に応じます。

【本庁市民相談室】１週間前から電話
で受付 ０６（４３０９）３１０４ �月・水・金
曜午後１時～４時、第２火曜午後５時～

８時（申込先着１６人）

【巡回法律相談・各行政サービスセン
ター】 １週間前から電話で受付 ０６

（４３０９）３１０４ �日下�奇数月の第１木
曜 �四条�第１・３火曜 �中鴻池�
偶数月の第１木曜 �若江岩田駅前�第
２・４火曜 �楠根�偶数月の第３木曜
�布施駅前�第２・４木曜 �近江堂�
奇数月の第３木曜 ※いずれも午後１時

～４時（申込先着８人）

人 権 法 律
【荒本・長瀬人権文化センター】 �

荒本�第２火曜 ０６（６７８８）７４２４ �長
瀬�第４火曜 ０６（６７２０）１７０１ ※いず

れも午後１時～４時で、予約制

中 小 企 業
【中小企業振興会】 �ＩＳＯに関す

る相談�第４火曜 �店舗デザイン相談
�第４水曜 ※いずれも午後１時３０分～

４時で、予約制 ０６（４３０９）２３０１

パート・労働問題の相談
職業紹介・あっ旋は行いません。

【労働雇用政策室】 月～金曜午前９

時～午後４時 ０６（４３０９）３１７９

【ユトリート東大阪】 月・水・金曜

午前１０時～午後５時 ０６（６７２１）６０００

就職にお困りの方の雇用・就労相談
【就労支援センター】 働く意欲があ

るのに、さまざまな要因により就職が困

難な方の相談に応じます。職業紹介・あ

っ旋は行いません。 �永和�０６（６７８８）
４５８０ �意岐部�０６（６７８４）５８１１ �長
瀬�０６（６７２７）１９２０ ※いずれも月～金

曜の午前９時～午後４時

女性のための相談
【イコーラム】 �面接相談（予約制）

�火・水・土曜（５週目はなし）午前１０時
～正午、午後１時～４時、第４火曜（休館

の場合第３火曜）午後６時～８時 ０７２

（９６０）９２０５ �電話相談�火～日曜午前
１０時～午後５時 ０７２（９６０）９２０６

女性のための労働相談
【イコーラム】 女性の社会保険労務

士が相談に応じます。職業紹介・あっ旋

は行いません。 第２土曜午後１時～４

時（予約制）０７２（９６０）９２０５

よ み か き
よみかきに不自由している方の相談に

応じます。月～金曜午前９時～午後５時

３０分 ０６（４３０９）３２７９（社会教育課）

教育・子育て相談など
【教育センター（教育・発達）】 月～

金・第１土曜（１・５月は第２土曜）、第

３土曜（８月は第４土曜）午前９時～午

後５時３０分で、予約制 ０６（６７２７）０１１３

【子どもの悩み相談（保護者・市民専
用）】 月～土曜午前９時～午後９時（土

曜は午後５時まで） ０６（６７８２）７８６７

【いじめ・悩み１１０番（子ども専用）】
月～土曜午前９時～午後９時（土曜は午

後５時まで） ０６（６７３２）０１１０

【すこやかテレホン】 �月・火・木
・金曜午後５時～８時 �日曜、祝日午
前９時～午後５時 ０６（６７２１）９１７４

【休日・夜間子育て相談ダイヤル】
�平日�午後５時３０分～翌日午前９時
�土・日曜、祝日�２４時間 ０７２（９６１）０１７８

【鴻池・長瀬・荒本子育て支援センター】
�来所相談�月曜（鴻池）、水曜（長瀬）、

木曜（荒本）午前９時３０分～午後４時（予約

制） �電話相談�月～土曜午前９時３０分
～午後６時 ０６（６７４８）８２５２（鴻池）、０６

（６７２８）１８００（長瀬）、０６（６７８８）１０５５（荒本）

花と緑の相談
【本庁市民相談室】 草花や樹木など

の相談に応じます（予約不要）。第２火曜

午後１時３０分～４時３０分 ０６（４３０９）３２２７

（みどり対策課）

消 費 生 活
月～金曜午前９時３０分～午後５時（電話

相談は午後４時までで、来所相談は予約

制）０７２（９６５）０１０２（消費生活センター）

交 通 事 故
月・火・水・金曜午前１０時～午後４時

（予約制）０６（４３０９）３２２３（交通対策室）

医 療
【地域健康企画課】 医療機関利用の

ための相談に応じます。 月～金曜午前

１０時～午後４時 ０７２（９６０）３８０１

【市立総合病院産婦人科】 女性の健

康上の悩みに応じます。 毎週水曜午後

１時～４時３０分（１人３０分以内）で、予

約制 ０６（６７８１）５１０１

田辺聖子ワールドの魅力
～新源氏より

講演会

※いずれも無料。祝日・休日は行
いません（すこやかテレホン、子
育て相談ダイヤルを除く）。

定定 例例 相相 談談

記号の見方
�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先 �問問合せ先 �メールアドレス

（８）平成２１年２月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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３３
月月
１１
日日
��
かか
らら
７７
日日
��
まま
でで
のの
間間
、、
全全
国国
一一
斉斉

にに
春春
のの
火火
災災
予予
防防
運運
動動
がが
行行
わわ
れれ
まま
すす
。。

ここ
のの
運運
動動
はは
、、
空空
気気
がが
乾乾
燥燥
しし
火火
災災
がが
発発
生生
しし
やや

すす
いい
ここ
のの
時時
期期
にに
、、
火火
災災
にに
よよ
るる
死死
傷傷
者者
のの
発発
生生
をを

防防
ぎぎ
、、
被被
害害
のの
軽軽
減減
をを
図図
るる
とと
とと
もも
にに
、、
市市
民民
のの
みみ

なな
ささ
んん
にに
火火
災災
予予
防防
へへ
のの
理理
解解
をを
深深
めめ
てて
いい
たた
だだ
くく

ここ
とと
をを
目目
的的
にに
実実
施施
しし
てて
いい
まま
すす
。。

急急
速速
なな
高高
齢齢
化化
にに
よよ
りり
住住
宅宅
火火
災災
のの
死死
傷傷
者者
はは
増増

加加
傾傾
向向
にに
ああ
りり
まま
すす
。。
尊尊
いい
生生
命命
とと
大大
切切
なな
財財
産産
をを

守守
るる
たた
めめ
、、
火火
災災
のの
早早
期期
発発
見見
にに
つつ
なな
がが
るる
住住
宅宅
用用

火火
災災
警警
報報
器器
をを
設設
置置
しし
、、
住住
宅宅
防防
火火
対対
策策
をを
進進
めめ
まま

しし
ょょ
うう
。。

冬
か
ら
春
に
か
け
て
、
山

で
は
枯
葉
や
枯
草
が
多
く
な

る
こ
と
に
加
え
、
空
気
の
乾

燥
も
手
伝
っ
て
、
山
火
事
発

生
の
危
険
が
非
常
に
高
い
時

期
に
な
る
た
め
、
春
の
火
災

予
防
運
動
に
合
わ
せ
て
「
全

国
山
火
事
予
防
運
動
」
を
行

い
ま
す
。

管
内
に
山
林
が
あ
る
東
消

防
署
で
は
、
２
月
１
日
�
か

ら
５
月
６
日
�
ま
で
を
「
林

野
火
災
特
別
警
戒
」と
し
て
、

森
林
の
保
全
と
地
域
の
安
全

の
た
め
、
生
駒
山
内
の
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

林
野
火
災
総
合
訓
練

消
防
局
で
は
、
林
野
火
災

に
対
処
す
る
た
め
、
消
防
団

と
連
携
し
て
林
野
火
災
総
合

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

◇
と
き

２
月
２２
日
�
午

前
１０
時
１５
分
〜
１１
時
４５
分

◇
と
こ
ろ

ぼ
く
ら
の
広

場
西
側
〜
出
雲
井
町
神
津
嶽

南
東
側
に
渡
る
生
駒
山
ろ
く

平
成
２０
年
中
に
市
内
で
発

生
し
た
火
災
件
数
は
、
１
８

４
件
で
し
た
（
前
年
比
８０
件

減
）。これ

は
、
過
去
１０
年
の
平

均
（
２
１
２
件
）
よ
り
２８
件

少
な
く
、
件
数
と
し
て
も
最

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

建
物
火
災
は
全
火
災
の
７１

％
を
占
め
る
１
３
１
件
で
、

焼
損
面
積
は
２
４
５
４
�
。

建
物
火
災
の
う
ち
、
居
住
用

の
建
物
（
住
宅
・
併
用
住
宅

・
共
同
住
宅
）
の
火
災
は
７７

件
で
、
１
３
１
世
帯
２
９
１

人
が
、
り
災
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、林
野
火
災
は
３
月
と

ア
ー
ル

１１
月
に
発
生
し
、３
ａ
（
３
０

０
�
）が
焼
失
し
て
い
ま
す
。

火
災
原
因
別
に
見
る
と
、

原
因
の
１
位
は
昨
年
に
引
き

続
き
「
放
火
（
疑
い
含
む
）
」

が
７３
件（
表
参
照
）。
２
位
以

下
が
「
た
ば
こ
」（
２３
件
）、

「
こ
ん
ろ
」
（
２１
件
）
と
続
い

て
い
ま
す
。

火
災
件
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
死

傷
者
は
４２
人
、
そ
の
う
ち
死

者
は
６
人
出
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に「
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
火
災
」
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
２
面
に
続
く
）

発行所
東大阪市消防局
東大阪市稲葉
1―1―9
TEL０７２（９６６）９６６０
http���www.h�１１９.jp�

平平
成成
２２００
年年
中中
のの

火火
災災
概概
況況
（（
速速
報報
））まま
とと
まま
るる

「火のしまつ 君がしなくて 誰がする」（平成２０年度全国統一防火標語）

３３月月１１日日��日日～～７７日日��土土はは春春のの全全国国火火災災予予防防運運動動

２００９年（平成２１年）
№９３

林
野
火
災
特
別
警
戒
を
実
施

森
林
の
保
全
と
地
域
の
安
全
へ

ゼゼロロ



普段の就寝に使わ
れる部屋に設置し
ます。�

避難階（1階）以外に寝室が
ある場合は、寝室がある階の
階段の上端に設置します。

普段の就寝に使う
場合、寝室とみな
します。�

寝室� 階段� 子供部屋�
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�

大丈夫ですか�

119番通報して�
ください。AED�
を持ってきてく�
ださい。�

体に触れないで�
ください�

知
っ
て
い
て
も

起
こ
る
火
災

平
成
２０
年
中
の
火
災
原
因
を

み
る
と
、
私
た
ち
の
生
活
の
身

近
な
と
こ
ろ
に
あ
る「
た
ば
こ
」

「
こ
ん
ろ
」
「
ス
ト
ー
ブ
」
が
原

因
で
、
火
災
が
何
件
も
発
生
し

て
い
ま
す
。

「
た
ば
こ
の
吸
殻
を
き
ち
ん

と
始
末
す
る
」「
な
べ
に
火
を
点

け
た
ま
ま
そ
の
場
を
離
れ
な
い
」

「
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
を

乾
か
さ
な
い
」
と
い
っ
た
だ
れ

で
も
知
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
火
災
が
起
こ

っ
て
い
る
の
で
す
。

「
消
し
た
つ
も
り
…
」「
ち
ょ

っ
と
目
を
離
し
て
い
て
…
」
と

い
っ
た
不
注
意
か
ら
発
生
し
て

い
る
火
災
は
、「
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
火
災
」
で
す
。

尊
い
生
命
、
大
切
な
財
産

を
奪
う
火
災
を
防
ぐ
た
め
、

火
の
取
扱
い
や
後
始
末
に
は

充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

放
火
は
防
げ
ま
す

放
火
に
よ
る
火
災
は
、
全

国
的
に
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

本
市
で
も
、
平
成
に
入
り
毎

年
「
放
火
（
疑
い
含
む
）
」
が

火
災
原
因
の
ワ
ー
ス
ト
１
に

な
っ
て
い
ま
す
。

放
火
に
よ
る
火
災
は
、
意

図
的
に
火
を
つ
け
る
犯
罪
行

為
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
防
ぐ
の

は
難
し
い
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
。

し
か
し
、
一
人
ひ
と
り
の
ち

ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
、
放
火

は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
放
火
さ
れ
な
い
、
放
火
さ

せ
な
い
、
放
火
さ
れ
て
も
被
害

を
大
き
く
さ
せ
な
い
」
環
境
を

つ
く
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が

自
ら
住
宅
や
事
業
所
、
そ
の
周

辺
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
放
火
に

よ
る
火
災
の
危
険
度
を
把
握
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
継
続

的
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
場
所
は
、
放
火
を
し

よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
、
見

ら
れ
て
い
る
と
い
う「
抑
止
力
」

が
働
き
、
放
火
行
為
を
防
ぐ
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
、
放
火
火
災
の
防
止

に
つ
な
が
り
ま
す
。

火
災
予
防
条
例
に
よ
り

住
警
器
設
置
を
義
務
付
け

日
本
で
は
、
建
物
火
災
に
よ

り
亡
く
な
っ
た
人
の
大
部
分
が

住
宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
、
５

年
連
続
１
０
０
０
人
を
超
え
る

人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
就
寝
中
の
逃
げ

遅
れ
に
よ
る
も
の
が
多
い
こ
と

か
ら
、
火
災
予
防
条
例
に
よ
り

平
成
１８
年
６
月
１
日
か
ら
、
一

般
の
住
宅
に
は
住
宅
用
火
災
警

報
器
（
住
警
器
）
を
設
置
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

（
既
存
の
一
般
住
宅
に
つ
い
て

は
平
成
２３
年
５
月
３１
日
ま
で
に

設
置
）。

住
警
器
は
、
現
在
、
煙
式
と

熱
式
の
２
種
類
の
感
知
器
が
電

器
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
大

阪
市
火
災
予
防
条
例
で
は
、
煙

式
の
感
知
器
設
置
を
義
務
と
し

て
定
め
て
い
ま
す
。

通
常
、火
災
が
起
こ
る
場
合
、

ま
ず
煙
が
出
て
か
ら
炎
が
出
る

の
で
、
よ
り
早
く
火
災
を
発
見

で
き
、
一
般
的
に
も
煙
式
は
感

知
の
精
度
が
高
い
と
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。

効
果
は
実
証
さ
れ
て
い
ま
す

ア
メ
リ
カ
で
は
、
１
９
７
０

年
代
後
半
、
火
災
に
よ
っ
て
毎

年
約
６
０
０
０
人
の
死
者
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
が
、
住
警
器

の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
、
普
及

率
が
９０
％
を
超
え
た
２
０
０
２

年
に
は
、
死
者
数
が
３
０
０
０

人
と
ほ
ぼ
半
減
し
ま
し
た
。
イ

ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
同
様
の
結

果
が
み
ら
れ
て
お
り
、
住
警
器

は
住
宅
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を

減
ら
す
た
め
有
効
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
国
内
で
も
住
警
器
の

警
報
音
に
よ
り
早
期
に
火
災
に

気
付
き「
無
事
に
避
難
で
き
た
」

「
初
期
消
火
に
成
功
し
た
」
と

い
っ
た
奏
功
事
例
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
住
警
器
の
設
置
は

住
宅
防
火
対
策
の
「
切
り
札
」

と
言
え
る
の
で
す
。

【
設
置
が
必
要
と
な
る
お
も
な

場
所
】

設
置
が
必
要
と
な
る
お
も
な

場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
就
寝
の
用
に
供
す
る
居
室

（
寝
室
）

▽
寝
室
が
あ
る
階

の
階
段
の
上
端

▽
７
�
以
上

の
居
室
が
５
部
屋
以
上
あ
る
階

の
廊
下

※
高
温
の
煙
は
階
段
な
ど
を

伝
い
、
上
階
に
ま
で
広
が
る
た

め
、
下
階
で
発
生
し
た
煙
を
感

知
す
る
こ
と
が
で
き
る
煙
式
感

知
器
が
義
務
と
な
り
ま
す
。

住
警
器
は
、
火
災
を
早
期
に

発
見
し
被
害
の
低
減
を
図
る
も

の
で
す
。
住
宅
火
災
に
よ
る
死

者
や
被
害
を
な
く
す
た
め
、
１

日
も
早
い
住
警
器
の
設
置
を
お

願
い
し
ま
す
。

突
然
、
目
の
前
で
大
切
な
人
の
命
の
危
険
を

感
じ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

救
急
車
は
呼
び
ま
し
た
。

し
か
し
、
救
急
車
の
到
着
時
間
は
、
全
国
平

均
で
も
約
７
分
。
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
に
、あ
な
た
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

救
え
る
命
を
救
う
た
め
に
、
救
命
処
置
を
身

に
付
け
ま
せ
ん
か
。

救
命
処
置
を

身
に
付
け
よ
う

突
然
の
け
が
や
病
気
に
襲
わ

れ
た
と
き
に
、
家
庭
や
職
場
で

で
き
る
手
当
て
の
こ
と
を
「
応

急
手
当
」
と
い
い
ま
す
。
病
院

に
行
く
ま
で
に
応
急
手
当
を
す

る
こ
と
で
、
け
が
や
病
気
の
悪

化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
ま
で
元
気
だ
っ
た
の
に
突

然
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
、

近
く
に
居
合
わ
せ
た
人
が
で
き

る
命
を
救
う
た
め
の
応
急
手
当

の
こ
と
を
「
救
命
処
置
」
と
い

い
ま
す
。

心
臓
や
呼
吸
の
止
ま
っ
た
人

の
治
療
は
１
分
１
秒
を
争
い
、

命
の
助
か
る
可
能
性
は
約
１０
分

の
間
に
急
激
に
少
な
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
ま
ず
、

「
１
１
９
番
通
報
」
し
て
く
だ

さ
い
。

し
か
し
、
救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
に
は
、
全
国
平
均
で
も

約
７
分
は
か
か
り
ま
す
。
こ
の

間
に
居
合
わ
せ
た
人
に
も
で
き

る
こ
と
が
、
救
命
処
置
の
中
の

「
心
肺
蘇
生
法
」
と
「
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
」
で
す
。

心
肺
蘇
生
法
は
、
胸
を
強
く

圧
迫
す
る
「
胸
骨
圧
迫
」
と
息

を
吹
き
込
む
「
人
工
呼
吸
」
を

繰
り
返
す
こ
と
で
、
止
ま
っ
て

し
ま
っ
た
心
臓
や
呼
吸
の
動
き

を
助
け
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）は
、
心
臓
に
除
細
動（
電

気
シ
ョ
ッ
ク
）
を
与
え
る
た
め

の
機
器
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

が
自
動
で
除
細
動
が
必
要
か
ど

う
か
を
判
断
し
、
音
声
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
使
用
の
手
順
を
指
示
し

て
く
れ
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
簡
単
に

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
市
内
全
て
の
市
立

保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
、
高
校
と
市
役
所
や
行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
の

施
設
で
も
設
置
が
進
ん
で
い
ま

す
。Ａ

Ｅ
Ｄ
は
、
簡
単
に
使
う
こ

と
が
で
き
、
善
意
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
用
し
た
際
の
免
責
規
定
は
、

民
事
、
刑
事
法
と
も
、
悪
意
や

重
過
失
が
な
い
限
り
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う

見
解
が
厚
生
労
働
省
よ
り
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

簡
単
に
使
え
る
か
ら
こ
そ
、

よ
り
多
く
の
命
を
救
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

救
命
講
習
に
参
加
を

市
内
の
各
消
防
署
で
は
、「
心

肺
蘇
生
法
」
と
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
」
を
中
心
と
し
た
普
通
救
命

講
習
会
を
定
期
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
３０
人
程
度
（
少
人
数

も
可
）
が
集
ま
れ
ば
、
相
談
に

応
じ
て
随
時
実
施
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

自
治
会
や
事
業
所
、
近
所
の

グ
ル
ー
プ
な
ど
で
、
救
命
講
習

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

次のチェックシートで、

家のまわりの危険度を確か

めてみましょう。

次ページに回答を掲載し

ています。該当すれば配点

を足して、各項目の得点を

レーダーチャートで確認し

てください。

平平
穏穏
なな
日日
常常
をを
一一
瞬瞬
にに
しし
てて
壊壊
しし
てて
しし
まま
うう

火火
災災
。。

ひひ
とと
たた
びび
火火
災災
がが
発発
生生
すす
るる
とと
貴貴
重重
なな
財財
産産

だだ
けけ
でで
なな
くく
、、
尊尊
いい
生生
命命
にに
まま
でで
危危
険険
をを
おお
よよ

ぼぼ
しし
まま
すす
。。

まま
ささ
かか
自自
分分
がが
――
。。

放放
火火
だだ
かか
らら
防防
ぎぎ
よよ
うう
がが
なな
いい
――
。。

そそ
のの
前前
にに
もも
うう
一一
度度
確確
認認
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

身身
のの
回回
りり
かか
らら
火火
災災
のの
芽芽
をを
摘摘
むむ
ここ
とと
がが
でで

きき
るる
はは
ずず
でで
すす
。。

平成２０年中の火災原因
（総火災件数１８４件）

火災原因別上位
放火（疑い含む） ７３件

たばこ ２３件

こんろ ２１件

電気機器（充電器など） ７件

火遊び ７件

ストーブ ６件

電気装置（コンデンサーなど） ６件

火災原因ごとの内容
たばこが原因の火災例

�不適当なところに捨て置く １３件

�火源が転倒落下する ８件

こんろが原因の火災例

�放置する、忘れる １３件

�考え違いにより使用を誤る ３件

ストーブが原因の火災例

�可燃物が火源の上に転倒、落下 ３件

火災警報器の中心を、壁から６０�
以上、換気扇やエアコンの吹き出

し口付近から、１．５ｍ以上離します。

天井から１５～５０�以内に、火災警
報器の中心がくるように取り付け

ます。

最
近
、
市
内
で
も
消
火
器

や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
悪

質
な
訪
問
販
売
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
充
分
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

【
一
般
の
家
庭
で
は
】

◇
消
火
器
の
設
置
が
義
務

に
な
っ
た
�
「
×
」

一
般
住
宅
に
消
火
器
の
設

置
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

万
一
に
備
え
て
置
い
て
あ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

◇
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
に
な
っ
た
�

「
○
」

平
成
１８
年
６
月
１
日
か
ら

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

既
存
の
住
宅
に
は
平
成
２３
年

５
月
３１
日
ま
で
猶
予
期
間
は

あ
り
ま
す
が
、
早
め
に
設
置

し
ま
し
ょ
う
。
価
格
は
機
能

な
ど
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
国
の
規
格
に
適
合
し
た

も
の
は
５
０
０
０
〜
１
万
円

程
度
で
、
電
器
店
や
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
で
購
入
で
き
ま
す
。

◇
消
防
署
か
ら
販
売
に
来

た
、
消
防
署
か
ら
委
託
を
受

け
て
い
る
�
「
×
」

消
防
署
で
は
販
売
の
あ
っ

旋
な
ど
は
一
切
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
怪
し
い
と
思
っ
た
と

き
は
お
近
く
の
消
防
署
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
事
業
所
な
ど
で
は
】

消
火
器
の
点
検
に
来
ま
し
た

�
い
つ
も
取
引
の
あ
る
業
者

で
す
か
？

悪
質
業
者
は
出
入
り
の
業

者
を
装
い
、
契
約
書
に
サ
イ

ン
を
求
め
、
話
を
し
て
い
る

間
に
勝
手
に
点
検
を
す
る
な

ど
し
て
、
高
額
な
請
求
を
し

て
き
ま
す
。
対
応
は
責
任
者

な
ど
が
行
い
、
窓
口
な
ど
で

サ
イ
ン
や
捺
印
を
し
な
い
よ

う
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
警
報
器
は
Ｎ
Ｓ

マ
ー
ク
の
あ
る
も
の
を

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
た

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
Ｎ

Ｓ
マ
ー
ク
は
国
の
規
格
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
マ

ー
ク
で
す
。

寒
い
時
期
に
増
え
る
救
急

事
案
が
風
呂
場
で
の
事
故
で

す
。そ
の
原
因
の
一
つ
に「
ヒ

ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
が
あ
り
ま

す
。ヒ

ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、

急
激
な
温
度
変
化
に
よ
り
血

圧
や
脈
拍
が
急
変
動
す
る
こ

と
で
、
寒
い
こ
の
時
期
の
風

呂
場
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

脱
衣
所
と
浴
室
と
の
温
度
差

は
、
血
管
を
著
し
く
伸
縮
さ

せ
る
と
と
も
に
、
血
圧
や
脈

拍
を
大
き
く
変
動
さ
せ
、
脳

梗
塞
や
脳
出
血
と
い
っ
た
深

刻
な
事
態
を
引
き
起
こ
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

深
刻
な
事
態
を
引
き
起
こ

さ
な
い
た
め
に
も
、
次
の
こ

と
に
気
を
つ
け
て
、
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
を
予
防
し
ま
し
ょ

う
。▽

シ
ャ
ワ
ー
を
使
用
し
て

高
い
位
置
か
ら
浴
槽
に
お
湯

を
た
め
る

▽
寒
い
時
期
は

脱
衣
所
と
浴
室
を
充
分
暖
か

く
し
て
お
く

▽
風
呂
の
温

度
は
３８
度
か
ら
４０
度
く
ら
い

の
低
め
に
設
定
し
て
お
く

▽
高
齢
の
方
や
高
血
圧
の
方

の
一
番
風
呂
を
避
け
る

風
呂
場
で
の
事
故
は
、
患

者
が
湯
船
の
中
で
あ
っ
た
り
、

発
見
が
遅
れ
た
り
と
救
命
に

困
難
を
極
め
ま
す
。

高
齢
の
方
や
そ
の
家
族
の

み
な
さ
ん
に
お
願
い
で
す
。

で
き
る
だ
け
脱
衣
所
や
浴
室

を
暖
か
く
し
、「
時
々
声
を
か

け
て
あ
げ
る
」
と
い
っ
た
心

遣
い
で
事
故
を
減
ら
し
ま
し

ょ
う
。

危険度チェックシート
回 答

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

質 問

家の前の道路は、おもに近隣者だけが通りますか？

付近の道路は、深夜でも人通りがありますか？

家の前の道路には、街路灯が設置されていますか？

自宅付近で、放火が発生したこと（聞いたこと）がありま

すか？

付近で暴力事件、ひったくり、痴漢などが発生したこと（聞

いたこと）がありますか？

門扉には、夜間鍵をかけていますか？

道路に面した車庫や物置には、夜間鍵をかけていますか？

（道路に面していない場合は「はい」）

敷地内に、他人が簡単に入れないようになっていますか？

侵入監視センサー、熱線センサー付き照明器具のいずれか

を設置していますか？

深夜でも、玄関灯や門灯をつけていますか？

長期に留守をする場合、新聞配達を止める、室内の照明を

つけておくなどの放火対策をとっていますか？

建物のまわりや（マンションの場合）共用の廊下・階段に新

聞や雑誌など燃えやすい物を置かないようにしていますか？

ごみは、回収日の決められた時間帯に出すようにしていま

すか？

郵便受けの新聞などは、早めに取り込んでいますか？

自転車・バイクのカゴなどに燃えやすい物を放置しないよ

うに気をつけていますか？（自転車などを持っていない場

合は「はい」）

車両・バイク・自転車のボディカバーは防炎製品を使用し

ていますか？（車両などを持っていない場合は「はい」）

家庭内に消火器などを設置していますか？

消火器などの使用方法は、自分を含め家族のみなさんが知

っていますか？

付近に監視カメラなどの放火対策用機器が設置されていま

すか？

住宅用火災警報器を設置していますか？

火災発生時の１１９番通報について、家族や隣近所と話し合っ

たことがありますか？

隣近所と気軽に声をかけ合っていますか？

特に宿泊するような外出時には、隣近所に声をかけていま

すか？

隣近所と放火防止の取組みについて話し合ったことがあり

ますか？

家族と放火防止のための話し合いをすることはありますか？

地域で火災予防講習会などがあれば参加しますか？

№

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

�反応がなければ大きな声で助けを
求める。可能ならばＡＥＤの搬送を
依頼する。

�直ちに胸骨圧迫を行う。両乳頭を
結ぶ線の中央（胸の中央）を圧迫す
る。圧迫は１分間に１００回のペース。
胸骨圧迫３０回と人工呼吸２回を繰り
返す。

�電気ショックの有無に関わらず、
直ちに心肺蘇生を再開する。ＡＥＤ
は外さず、心肺蘇生を５サイクル行
う（１サイクル�胸骨圧迫３０回＋人
工呼吸２回）。

�肩を叩きながら大きな声で呼びか
ける。

�人工呼吸を２回行う。胸の動きを
見ながら１秒間吹き込む。うまく胸
が上がらなくても２回までとする。

�ＡＥＤ装着後、 電源を入れると、
電気ショックが必要か、心電図を解
析して判断する。電気ショックを与
えるときは体に触れないよう、操作
する人は注意を促す。

�あごを上げ気道を確保しながら、
呼吸を確認する。胸の動きを目で見
て、息の音を耳で聞き、吐息を頬で
感じる。正常な呼吸がなければ、直
ちに心肺蘇生を開始する。

�ＡＥＤが到着すれば、心肺蘇生を
続けながらパッドを装着する。

煙式の住宅用火災警報器の設置を
既存住宅は平成２３年５月まで

でで
きき
るる
ここ
とと
かか
らら
始始
めめ
よよ
うう

悪
質
な
訪
問
販
売
に

ご
注
意
を

火火
災災
をを
予予
防防
すす
るる
のの
はは
ああ
なな
たた
でで
すす

天井取付式壁取付式

家のまわりの
危険度チェック

救
え
る
命
を
救
う
た
め

一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
こ
と

垂
直
に
圧
迫
す
る

あ
ご
を
上
げ
気
道
を
確
保

救命処置の
手 順

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
�

一
番
風
呂
に
ご
注
意
を

（２）平成２１年２月１５日東 大 阪 消 防 広 報平成２１年２月１５日（３）
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東大阪市消防局連絡先一覧

消防局 稲葉１丁目１番９号

総務部総務課…………０７２（９６６）９６６０

総務部人事教養課……０７２（９６６）９６６１

警防部予防広報課

…………………０７２（９６６）９６６２～３

警防部警備課…………０７２（９６６）９６６４

警防部通信指令室……０７２（９６６）９６６５

東消防署…………………０７２（９８３）０１１９

中消防署…………………０７２（９６６）０１１９

西消防署…………………０６（６７８８）０１１９

もしものときの問合せ先

◇どこの病院で診察してもらえるか知
りたい

�東大阪市内の病院
東大阪市消防局 通信指令室

０７２（９６６）９６６５

�大阪府下
大阪府救急医療情報センター（２４

時間対応）

０６（６７６１）１１９９

◇夜間の子供の急病時、病院に行った
ほうがいいのか迷ってしまう…

小児救急電話相談
大阪府健康福祉部保健医療室医療

対策課（午後８時～午前８時）

ダイヤル回線 ０６（６７６５）３６５０

プッシュ回線／携帯 ＃８０００

◇夜間、休日の歯科診療は…

�大阪府歯科医師会 夜間緊急歯科
診療（午後９時～午前３時）
０６（６７７４）２６００

�休日緊急歯科診療所の紹介（日曜
日・祝日午前９時３０分～午後４時）

０６（６７７２）８８８６

◇化学物質、医薬品、動植物の毒などで
急性中毒事故が起きたときは

中毒１１０番
�日本中毒情報センター
０７２（７２７）２４９９（３６５日２４時間対応）

◇たばこを誤って飲んだときは

次のときはすぐに病院で診療を受

けてください。�たばこが浸かって
いた水を飲んだ�２�以上たばこを
食べた�何らかの症状が出ている
※緊急性があると思ったら迷わず

１１９番通報で救急車を呼んでください。

たばこ専用電話
�日本中毒情報センター
０７２（７２６）９９２２（３６５日２４時間対応・

テープによる情報提供）

◇東大阪市消防局公式ホームページ

東大阪市消防局の最新情報を随時

掲載しています。

http���www.h�119.jp�

◇東大阪市消防局携帯電話用災害速報

市内で発生している火災、前日ま

での火災・救急件数

を公開しています。

http���www.h�119.
jp�mobile�mobilet
op.html

レーダーチャートで確認を
項目ごとの得点をレーダーチャートに転記して、自己評

価してみましょう。

得点の低い項目については、上の表の対応策の具体例を

参考に、有効な対策を講じましょう。

放火火災は、人目の届かない場所、街灯

のない暗い場所、そして人の活動が少なく

なる深夜の時間帯に多く発生しています。

「放火されない、放火させない、放火さ

れても被害を大きくさせない」環境づくり

を進めましょう。

レーダーチャート

認定救急救命士の養成に向けて

本市で２０人目の気管挿管認定救急救

命士養成に向け、消防職員を市立総合

病院に派遣しています。

「気管挿管」とは自力呼吸ができな

くなった場合に、肺に直接空気を送る

医療行為のことです。認定には、麻酔

科医の指導のもと、専門的知識の習得と

病院で３０症例以上の気管挿管研修が必

要となります。

初の女性消防団員誕生

“自分たちのまちは自分たちで守る”

という使命のもと、地域防災の要とし

て組織される消防団員に、本市初とな

る５人の女性団員が誕生。１月１日付

で、大濱消防団長から辞令の発令が行

われました。

５人の女性団員は、今後、火災予防

の普及啓発活動を中心に活動していき

ます。

西消防署新車紹介

西消防署楠根出張所に新型消防ポン

プ自動車を配置しました。９００�の消火
水を積載し、小回りと機動性を兼ね備

えた消防車両です。

道路が狭い地域での迅速な消火活動

や高速道路上の車両火災、交通事故の

二次災害の警戒など、現場の状況に合

わせて柔軟に対応できます。

前のページの危険度チェックシートの結果を下の表に従い採点してみましょう。
回答と同じだったものに○印を付け、得点を項目ごとに集計してみましょう。

対応策の具体例

◆不審な通行人に気付いたら動向に注意する。

◆地域におけるあいさつ運動を心がける。

◆街路灯の設置や玉切れの交換を自治会などに要望する。

◆自治会が行うパトロールに参加する。

◆放火監視機器設置済の表示を出す。

◆門扉・車庫・物置など、夜間の施錠管理を心がける。

◆容易に開錠されないための防犯ブザーを設置する。

◆建物や敷地に死角をつくる要因となる物の整理整頓をする。

◆死角となる箇所に侵入監視センサーなどを導入する。

◆地域連携の警戒パトロールに参加する。

◆玄関先を明るくするための照明器具を導入する。

◆長期間留守にする場合には、新聞配達を止め、隣近所への声かけを行う。

◆建物外壁の不燃化と補修を行う。

◆可燃物は部外者の目に届かない場所に整理整頓する。

◆ごみの回収日を把握しておく。

◆ごみ回収のルールを徹底する。

◆新聞やチラシはこまめに取り込む。

◆郵便受けから新聞やチラシがはみ出さないよう業者に依頼する。

◆自転車などのカゴに物を放置しないようにする。

◆車両などのボディカバーには防炎製品を使用する。

◆消火器や簡易消火器具を設置する。

◆消火器の使用方法は家族みんなが把握しておく。

◆放火監視機器や住宅用火災警報器を導入し、機器が作動した場合の初動対応につ

いて把握しておく。

◆消防署・自治会・町会などが行う消火活動訓練に参加する。

◆隣近所との親睦を深め、お互いの放火火災防止の工夫など話し合っておく。

◆長期不在や外出時には、隣近所への声かけをお互いに習慣づける。

◆自治会・町会を母体とした自主防災組織への参加意識を高める。

◆日ごろから家族で放火防止対策の心構えを話し合っておく。

◆地域で開催される防火講習会や消防訓練などに参加し、放火防止への関心を高め

る。

◆広報資料やパンフレットの内容を理解し、防火意識の向上を心がける。

配
点

２０

１９

２５

１８

１８

１９

１８

１３

１２

２０

１８

２４

２１

２０

１７

１８

２４

２７

１７

２１

２１

２０

１６

２３

２１

２０

回答

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

№

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

�
環
境
要
因

�
敷
地
・
建
物
へ
の
侵
入
防
止

�
可
燃
物
な
ど
の
整
理

�
火
災
の
初
期
対
応

�
家
族
や
近
隣
と
の
協
力
体
制

消防局のうごき

（４）平成２１年２月１５日東 大 阪 消 防 広 報


